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　　　　全園火災予防運動　11月欝闇一12月2日

き

も
　
ず
し
　
ゼ
し

騨
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争
ρ

飢

轡
、

アグダノ』騨

勉

、
霧
蕩
、

“
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秋
の
火
災
予
防
運
動
は
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
る
に
あ

、
た
り
火
災
予
防
思
想
の
『
層
の
普
及
を
図
り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、

㎜
い
た
ま
し
い
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
に
実
施
す
る

脚
も
の
で
す
。
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十
一
月
か
ら
三
月
ま
で
は
、
石
油

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う

う
え
に
、
空
気
が
乾
燥
し
、
季
節
風

が
強
く
吹
く
二
と
か
ら
、
一
年
間
で

一
番
火
災
の
多
く
発
生
す
る
時
期
で

す
．
市
民
一
八
ひ
と
り
が
火
気
の
取

扱
い
に
注
意
し
火
災
の
発
生
を
防
ぎ

ま
し
ょ
う
。

　
昨
年
一
年
間
の
白
石
市
の
火
災
は

二
十
三
件
、
損
害
額
一
億
六
、
二
〇
〇

万
円
、
焼
死
者
が
二
名
と
い
う
い
た

ま
し
い
火
災
も
お
き
て
い
ま
す
。

今
年
も
一
月
か
ら
九
月
末
日
ま
で
に

十
四
件
（
損
害
額
四
、
三
四
七
万
円
）

の
火
災
が
発
生
し
、
そ
の
う
ち
四
件

が
住
宅
火
災
で
す
。
と
く
に
二
月
．
一

十
八
日
に
発
生
し
た
大
平
小
学
校
の

火
災
は
、
焼
失
面
積
一
、
0
0
六
平
方

メ
ー
ト
ル
、
損
害
額
一
、
三
一
三
万
円

と
夫
、
き
な
災
害
と
な
っ
た
こ
と
は
記

憶
に
新
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
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61年・62年の白石市の火災発生状況
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焼面
損積

計

皿
維
灰
世
廿
軍
数

羅災人員
損害見積額剛

蹴
事
だ
！
ぞ
の
と
き
ど
う
す
る

こ
ん
襟
火
総
嬬
う
し
て
消
す

　
「
早
く
知
ら
せ
る

　
　
　
早
ー
消
火
す
る

　
　
　
　
　
早
く
逃
げ
る
」

　
こ
れ
は
、
火
事
に
気
づ
い
た
と
き

の
三
原
則
で
す
が
、
ど
れ
を
優
先
す

ベ
レ
一
．
、
か
は
、
．
て
の
と
き
ど
き
の
状
況

に
よ
っ
て
違
い
ま
す
。
火
事
は
出
火

の
場
所
、
時
聞
、
原
因
や
建
物
の
構

造
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
千
変
万
化

す
る
か
ら
で
す
．
り

「
早
く
知
ら
せ
る
ほ
う
が
よ
い
の
か
」

「
初
期
消
火
す
べ
き
か
」
　
「
す
ぐ
逃

げ
出
す
か
」
と
っ
さ
の
う
ち
に
も
令

静
に
判
断
し
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
ど
ん
な
場
合
に

も
で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
「
火
事
だ
！
」
と
大
声
で
叫
ぶ
こ

と
で
す
．
．
決
し
て
一
人
で
消
そ
う
と

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

几
火
事
の
知
ら
せ
方
＝

＊
「
火
事
だ
！
火
事
だ
！
」
と
大
声

　
で
な
ん
ど
も
繰
り
返
す
。

＊
手
近
か
に
あ
る
バ
ケ
ツ
、
ヤ
カ
ン

　
ナ
ベ
な
ど
を
ガ
ン
ガ
ン
た
た
く
。

＊
ア
パ
ー
ト
な
ど
で
は
、
非
常
ベ
ル

　
を
押
す
。

＊
出
火
直
後
、
消
火
し
な
け
れ
ば
な

　
ら
な
い
と
き
は
「
火
事
だ
！
一
一

九
番
へ
連
絡
し
て
！
」
と
叫
び
な

あ
な
た
も
消
防
士

が
ら
消
火
す
る
。
．

　
決
し
て
一
人
で
消
そ
う
と
し
た
り

逃
げ
て
し
ま
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

火
災
を
大
き
く
し
、
た
く
さ
ん
の
犠

牲
者
を
出
す
こ
と
に
な
り
ま
す
．
．

＝
あ
な
た
に
も
で
き
る

　
　
　
　
　
　
初
期
消
火
ヨ

初
期
消
火
の
ポ
イ
ン
ー
は
、
ま
っ
一

4
炎
に
ま
ど
誓
蒙
い
こ
と
で
㎝

す
　
カ
ー
テ
ン
や
ふ
す
ま
な
ど
の
立
一

ち
上
が
り
材
に
つ
い
た
火
は
・
大
き
一

く
早
ワ
几
ま
す
が
、
天
井
に
燃
え
移
る
『

前
な
ら
消
火
方
法
が
適
切
で
あ
る
か
…

ぎ
り
、
だ
れ
に
で
も
消
し
止
め
ら
れ

ま
す
。

一
［
見
失
な
う
な

　
　
避
難
の
タ
イ
ミ
ン
グ
〕
　
一

吊
の
火
妻
紹
消
火
に
鉦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

た
っ
て
い
て
も
、
天
井
に
火
が
燃
え
一

移
っ
た
ら
す
ゐ
、
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
　
』

　
こ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、
煙
と
と
も
．

に
ガ
ス
が
充
満
し
、
室
温
も
上
が
り

一
舳
惚
べ
に
火
が
入
っ
た
ら
マ
油
が
流
れ
出
し
て
燃
え
広
が
り
、

＊
油
が
燃
え
て
い
る
だ
け
な
ら
、
ガ

　
ス
栓
を
締
め
、
な
べ
の
ふ
た
を
手

　
前
か
ら
す
べ
ら
せ
る
よ
う
に
し
て

　
油
面
を
密
閉
す
る
。

＊
ふ
た
が
な
け
れ
ば
、
ふ
き
ん
や
雑

　
布
を
ぬ
ら
し
、
固
く
絞
り
二
～
三

　
枚
続
け
て
か
け
る
。

＊
す
で
に
壁
板
ま
で
燃
え
出
し
て
い

た
ら
、
前
記
の
よ
う
に
油
面
の
火

引
き
起
こ
せ
な
い
場
合
は
毛
布
や

ふ
と
ん
な
ど
幅
の
広
い
も
の
で
火

を
む
お
い
、
そ
の
上
か
ら
水
を
か

け
る
。

電
気
製
品
が

　
　
　
燃
え
出
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
コ
ー
ド
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
、
安
全
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
か
ら
水
を
か
け
る
。

を
押
手
か
ら
・
壁
板
の
火
に
水
＊
電
気
こ
た
つ
か
ら
煙
が
出
て
い
る
㎜

を
か
け
て
消
す
。
　
　
　
　
　
　
　
の
を
見
つ
け
た
ら
、
電
源
を
切
り
”

噺　
　
油
ス
ト
ー
ブ
が

　
　
　
異
状
燃
焼
し
た
ら

＊
た
っ
ぷ
り
ぬ
ら
し
た
雑
布
な
ど
で

火
を
押
え
、
上
か
ら
水
を
か
け
る

　
か
消
火
器
で
消
す
。

＊
ぬ
ら
し
た
毛
布
な
ど
で
お
お
っ
て

ど
ん
ど
ん
水
を
か
け
る
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
を

　
　
　
　
　
　
倒
し
た
ら

　
、
ふ
と
ん
の
上
か
ら
水
を
か
け
、
丈

　
焼
を
押
え
て
か
ら
、
ふ
と
ん
を
取

　
り
除
き
消
火
す
る
。

＊
綿
は
水
の
浸
透
性
が
悪
い
の
で
、

　
石
け
ん
水
や
、
洗
剤
溶
液
を
薄
め

　
た
も
の
は
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ふ
ろ
場
か
ら

　
　
煙
が
出
て
い
た
ら

ま
す
。
火
が
天
井
を
は
う
よ
う
に
な

る
と
一
気
に
火
の
海
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
新
建
材
な
ど
が
燃
え
、
ま
っ
黒
な

煙
が
押
し
寄
せ
て
き
た
と
き
は
、
有

毒
ガ
ス
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
避
難
し

ま
し
ょ
う
。

＊
ま
ず
雑
布
な
ど
を
つ
か
っ
て
引
き

起
こ
し
、
消
火
器
ま
た
は
水
で
燃
＊
ガ
ス
ぶ
ろ
な
ど
で

　
え
て
い
る
部
分
を
消
す
。

＊
水
を
か
け
る
と
き
、
ス
ト
ー
ブ
の

全
て
を
お
お
う
よ
う
な
気
持
で
、

対
流
型
な
ら
上
か
ら
、
反
射
型
な

ら
横
か
ら
、
燃
焼
筒
に
水
が
か
か

る
よ
う
に
し
て
消
す
。

＊
い
き
な
り
戸
を
開
け
る
と
燃
え
あ

　
が
る
の
で
、
水
や
消
火
器
を
用
意

　
し
て
か
ら
戸
を
開
け
、
消
火
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
、
外
が
ま
の
と

　
き
は
、
必
ら
ず
元
栓
を
締
め
て
か

　
ら
消
火
す
る
。

＊
板
壁
が
燃
え
た
と
き
は
、
裏
側
、

　
天
井
裏
ま
で
火
が
回
っ
て
い
な
い

　
か
ど
う
か
、
点
検
を
忘
れ
ず
に
し

　
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
二
｝
九
番
の
日
」
設
定

…
…
住
民
生
活
の
よ
り
一
層
の
安
全
確
保

㎜
を
図
る
た
め
、
自
活
体
消
防
発
黒

…
㎜
四
十
周
年
を
機
に
、
住
民
と
消
防
と
、
皿

端
血
操
心
鑛
懸
認
転
脇

　
こ
れ
に
よ
り
、
消
防
全
般
に
対
し

…
正
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め
て
頂
く

｝
と
と
も
に
住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
へ

…
ひ
い
て
は
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
体
…
昌

…
制
の
確
立
の
た
め
、
十
一
月
九
日
が
…

　
「
二
九
番
の
旦
と
定
め
ら
れ
ま
…
㎝

し
た
．
、

ない。　　　I
l場を離れない。　　　　　1

一いものを置かない。　　1

わが家わが街を火災か

火の用心　ワつのホイン

！，寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。

2．子どもにマッチやライターで遊ばせない

3．風の強いときはたき火をしない。
4．天ぷらを揚げるときはその場を離れない

5，家のまわりには、燃えやすいものを置力
6，風呂の空だきをしない，

7．ストーブには燃えやすいものを近づけな

3
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昭和61

意円はこのように
　　　　　櫨

i鋪

　　剛　吾炉轟月㌻｝

難
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晒遜酬

懸蝦畷璽鰍理雲蝦躍一

　
　
．
紬

　
．
．
譲
鳳

　
－
、
籔
ヤ

．
灘

　
￥

穿
↑灘

　
　
　
　
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
の
歳

　
　
　
ン
ト
、
歳
出
決
算
額
は
八
十
六
億
三

　
　
　
千
四
百
万
円
で
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
こ
れ
は
、
東
中
学
校
校
舎
建
設
や

　
　
　
　
歳
入
歳
出
差
引
残
額
二
億
五
干
七

　
　
　
百
万
円
か
ら
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き

　
　
　
財
源
八
百
万
円
を
差
し
引
い
た
二
億

　
　
　
四
千
九
百
万
円
が
決
算
剰
余
金
で
、

　
　
　
こ
の
う
ち
一
億
二
千
五
百
万
円
が
、

　
　
　
財
政
調
整
基
金
に
積
立
て
ら
れ
た
ほ

　
　
　
か
、
一
億
二
千
四
百
万
円
が
翌
年
度

　
　
　
へ
繰
越
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
歳
入
の
構
成
を
み
ま
す
と
、
地
方

　
　
　
交
付
税
、
国
・
県
支
出
金
、
市
債
な

　
　
　
ど
の
依
存
財
源
は
、
四
十
八
億
三
百

　
　
　
万
円
で
全
収
入
の
五
十
四
パ
ー
セ
ン

　
　
　
ト
、
市
税
、
諸
収
入
、
繰
越
金
な
ど

　
　
　
の
自
主
財
源
は
、
四
十
億
八
干
八
百

　
　
　
万
円
で
四
十
六
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

　
　
　
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
費
用
の
中
身
を
目
的
別
に
分
け
て

　
　
　
み
ま
す
と
、
総
務
費
が
十
四
億
五
千

　
　
　
五
百
万
円
で
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま

　
　
　
す
。
次
い
で
東
中
学
校
校
舎
建
設
な

　
　
　
ど
を
行
っ
た
教
育
費
が
十
四
億
二
千

　
　
　
六
百
万
円
、
第
三
位
は
道
路
、
土
地

　
　
　
区
画
整
理
、
白
石
川
緑
地
事
業
な
ど

　
　
　
を
行
っ
た
土
木
費
が
十
一
億
八
千
二

　
ぬ

　
　
ゆ

　
　
擁
八
・
五
豪
雨
の
災
害
復
旧
費
等
の
増

　
禽
加
に
よ
る
も
の
で
す
。

醸
　
鼠

乱
．
再
単

　
ぐ
｝
晦
・
．

郵
3
、

　
敏
・
繭
入
決
算
額
は
、
八
十
八
億
九
千
百
万

　
鴨
　
円
で
、
前
年
度
よ
り
八
・
七
パ
ー
セ

ベ
ー

唾

百
万
円
、
第
四
位
は
生
活
保
護
費
な

ど
の
扶
助
費
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を

占
め
る
民
生
費
が
十
一
億
千
三
百
万

円
、
第
五
位
は
農
林
道
の
新
設
改
良

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
、
新
林
業

構
造
改
善
事
業
な
ど
を
行
っ
た
農
林

水
産
業
費
の
九
億
七
百
万
円
、
以
下

26万円歳入88億9，1

2，859，826（32．2％）

2，472，971（27．8％）

公
債
費
七
億
九
千
七
百
．
万
円
、
衛
生

費
七
億
干
四
百
万
円
、
災
害
復
旧
費

三
億
七
千
九
百
万
円
、
消
防
費
二
億

五
千
九
百
万
円
、
商
工
費
一
億
七
千

四
百
万
円
、
議
会
費
一
億
六
千
九
百

万
円
、
労
働
費
五
千
九
百
万
円
の
順

に
な
っ
て
い
ま
す
。

（1，3％）

895（！．2％）

1．1％）

交付金
．1％）

．96，676（！．1％／

2，865（0．6％）

1，497，089（16．9％）

777，716（8．7％）

580，100（6．5％）

129，879（1．5％）

及び手数料117，353（1

担金及び負担金102，89

一繰越金102，147（1．

地方譲
税
料
分

与
用

　
使

市
債

諸
収
入

国
・
県
支
出
金

φ

地
方
交
付
税

市

税

億
3
0

25

20

15

10

5
　
　
　
　
0

市税収入内訳
80，368千円（2．7％）

税民市

1億3，298万9千円（4．7％）

そ
の
他獣

曳
　
税

　
　
　
気

1億3，745万5千円
　　　　（4．8％）

電

乙市たばこ　　　予　算　額12億1・762万

　　消費税27億3，538万8干円　　　4千円

固定資産税　収　入　済　額　　（42．6％）

11億1，009万　28億5，982万6千円

1億8，129万3千円
　　　　（6．4％）

菊面石鱈冠雌改良事畢

蟻
　
・

騨∫　．　『　．

騒・一

万円
0

5

10

6億3，427出

5
意

－
α

総
務
費

教
育
費

土
木
費

民
生
費

農
林
水
産
業
費
1
」

公
債
費

衛
生
費

災
害
復
旧
費

消
防
費

労働費」
59，190（0．7％）

議会費
169，186（2．0

　　商工費一
　　173，654
　　259．425

4．3％）一i

586（8．3％

796，849（9．2％）

907，238（10．5％）

1，112，868（12．9％）一

　　　　1，181，545（13．7％

（2．0％）

1，426，304（16．5％）一

　　　1．455，410（16．9％

173，654（2．0％）

259，425（3．0％）

　　　　　379，014（4

　　　　　　　　713，5

　　　　　　　　　　7∈

召和62年3月31日現在

　　　人口42，375人

　　　世帯数ユ1，587戸

特別会計
●国民健康保険事業

　　　予算額　　20億5，075万円

　　収入済額　　　20億7，916万円

　　　支出済額　　　20億1，175万円

1，575万円

1，417万円

1，402万円

業
額
額
額

事
　
　
済
済

道
算
入
出

水
予
収
支

易簡●

6億275万円

6億222万円

6億222万円

●下水道事業

　　予算額
　　収入済額

　　支出済額

3，886万円

3，839万円

3，839万円

●地方卸売市場事業

　　予算額
　　収入済額

　　支出済額

14億8，032万円

14億6，078万円

14億5，897万円

●老人保健

　．予算額
　　収入済額

　　支出済額

上水道事業会計

o収益的収入及び支出

　（経常経費）

　収入予算額　　　3億5，833万円

　収入済額　　　3億8，313万円
　支出予算額　　　3億2，652万円

　支出済額　　3億889万円

●資本的収入及び支出

　（投資的経費）

　　収入予算額　　　　　7，146万円

　　収入済額　　　　7，146万円

　　支出予算額　　　1億9，886万円

　　支出済額　　　1億9，457万円

5
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細亙翻β漸膿業欝登轡市ρ鋤駈8御躍展

　　　　　1　　　　　騨　　　　業ζv蓄㎜ド

講搬嘉軸凝、論ロ》翻　　　　1騨鋤雑

　
第
十
一
回
白
石
市
農
業
祭
が
、
市
内
各
会
場
に
お
一
一

｝
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
今
年
は
、
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想
の
具
体
化
を
進
…
㎜

｝
め
る
た
め
の
情
報
機
器
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
恒
例
と
な
り
ま
し
た
姉
妹
都
市
登
別
市
の
一

…
…
「
観
光
と
物
産
展
」
を
市
民
会
館
に
お
い
て
開
催
い
…

…
…
た
し
ま
す
．

　
　
　

　
　
じ
ハ
　
ぜ

鶴
・
許
．
黙
㌧

－
」
　
比
　
。
諭

　
　
め

L
、
鷺
計
　
　
『
婆

嵐
　
　
譲
，

　　藷．

　艶蓋墜

詑
ダ
～》

　
　
　
　
饗
、

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
叔
譲

　
　
　
　
　
　
　
ロ
オ

　
　
　
　
　
　
　
、
傭
ヤ
鞠

齋
、
・
　
、
ユ
藩

配
麟
辱
翼

　
　
　
　
　
　
翫
憤
轟

讃
〆
鯉
へ
勿

葺
桝
り

　
蹄
　
　
　
蕩

．
農
　
駈
君
．

　
　
、
、
　
鍵

鈎

〆
乳曳

幽
賠
簗
、
　
簿

爾
、

　
タ
ノ
，
　
p

声

ll一』還
、》

鵜

容内

一般公開及び即売会

　場　　　　　所

白石第一小学校体育舘

時　　間

9：00～16：00

9＝00～14：00

審査及び一般公開

生活用品総合展示会・植木・
園芸資材市・農業機械展示会
お楽しみ抽選会

一　般　公　開

白石家畜市場9：00～16：00

白石市農協会舘9：00～16：00

白石市民会舘
9：00～16；00

9：00～14；00

　日

7日

8日

10月30日

11月16日

7日

8日

7日

8日

　行　 事　 名

第螂麟産物讐会
　　　及び即冗会

第2部家畜共進会
　　　及び即売会

第3部農業と農業展

第4部生活改善展

一般公開及び即売会〃〃〃
第5部　白石市物産展

　　　登別市物産展

一般公開
家庭バレーボール

ソフトボール

芸能大会，登別市記録映画

郷土芸能，七ケ宿太鼓他

ゲートボール

白石第一小学校体育舘

白石市中央公民舘

白石市営グラウンド

〃〃第6部　書写及び絵画展

9：00～16＝00

米の特別販売

白石市民会舘大ホール

白石川緑地公園コート

白石市民会舘
白石第一小学校校庭

11：00～14；00

示展白石第一小学校校庭

消費生活パネル展

不用品活用会白石市民会舘

9：00・一15：00

9＝00～16：00

9：00～－14：00

9：00～17：00

9：00～14：00

9：00～16：00

9：00～14：00

8日第7部　レクリエーション

各種情報機器展示〃9：00～16；00

ミニS　L試乗会白石駅貨物ホーム跡地10；00～15：00

7日

8日

7日

8日

7日

8日

7日

8日

7日

8日

白石市米まつり

カ〉カ》しまつり

消費生活展

グリーントピア展

併

催

白石駅100周年記念

ミニSL試乗会

6

登
別
市
の

観
光
と
物
産
展

　
北
海
道
な
ら
で
は
の
特
産
物
を
、

　
「
新
鮮
さ
・
安
さ
・
珍
ら
し
さ
」
の

テ
ー
マ
の
も
と
で
展
示
即
売
い
た
し

ま
す
。

▼
期
日

　
n
月
7
日
ω
　
9
時
～
16
時

　
11
月
8
日
㈲
　
9
時
～
14
時

▼
会
場

　
自
石
市
民
会
館

囹
物
産
展

　
北
海
道
物
産
展

　
　
木
彫
品
、
装
飾
品
、
ニ
ポ
ポ
、

　
　
ペ
ン
ダ
ン
ト
他

　
北
海
道
特
産
品

　
　
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
豆
類
、
そ
の
他

　
　
の
農
産
物

　
　
新
巻
サ
ケ
、
筋
子
、
タ
ラ
コ
、

　
　
ホ
タ
テ
，
～
、
ん
せ
い
、
紅
サ
ケ
く

　
　
ん
せ
い
、
珍
昧
各
種

圏
登
別
温
泉
特
産
品

　
　
ワ
サ
ビ
漬
、
熊
ま
ん
じ
ゆ
う
、

　
　
北
海
最
中
、
バ
タ
ー
せ
ん
べ
い

　
　
雪
の
花
、
わ
か
さ
つ
こ
い
も
、

　
　
あ
げ
い
も
っ
こ
、
バ
タ
ー
あ
め

　
　
コ
・
、
！
ブ
、
と
う
も
ろ
こ
し
他

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
北
海
道
の
味

　
覚
を
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
展
示
会

　
仙
南
地
域
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想

の
策
定
作
業
も
完
了
し
、
こ
れ
か
ら

は
地
域
の
合
意
を
得
て
グ
リ
ー
ン
ト

ピ
ア
構
想
の
具
体
化
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
グ
リ
ー
ン
ト
ピ
ア
構
想

の
内
容
の
説
明
と
、
各
種
情
報
機
器

の
展
示
会
を
開
催
し
、
ま
す
ま
す
進

む
情
報
化
社
会
の
中
で
の
農
業
を
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時

　
U
月
7
日
出
　
9
時
～
16
時

　
n
月
8
日
⑲
　
9
時
～
1
4
時

▼
会
場

　
白
石
市
民
会
館

～
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

～
◎
白
石
陽
光
園
生
の
　
　
　
　
　
　
V

へ
　
手
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
・
鉢
植
～

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

へ
　
を
即
売
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
ヤ

ヘ
◎
重
度
心
身
障
害
者
の
働
く
　
　
　
ヤ

（
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曳

へ
　
『
は
ら
か
ら
共
同
作
業
所
』
製
の
ヤ

黛
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
ヤ

ヘ
　
陶
器
類
を
即
売
し
ま
す
。
　
　
　
㌔

ノ
・
ノ
’
ノ
φ
ノ
r
’
！
’
ノ
・
〆
・
J
f
’
」
γ
’
ノ
・
ノ
・
ノ
・
〆
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
唱
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
、
1
』

健
康
都
市
碧
を
め
ざ
し
て
　
ー
」

　
　
　
健
康
ま
つ
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ル
ス
パ
イ
杢
ア
諺
ン
事
業
」

　
ヘ
ル
ス
パ
イ
オ
ニ
ア
タ
ウ
ン
事
業
は
、
病
気
に
罹
っ
て
か
ら
治
療
す
る

と
い
う
従
来
の
国
民
健
康
保
険
事
業
を
一
歩
前
進
さ
せ
、
日
常
の
健
康
管

理
や
体
力
づ
く
り
な
ど
に
よ
り
健
康
で
豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現
し
、
国

保
事
業
の
健
全
運
営
を
推
進
す
る
た
め
の
国
庫
補
助
事
業
で
す
。

　
市
で
は
、
厚
生
省
の
指
定
を
受
け

昭
和
62
年
度
か
ら
三
力
年
間
、
本
事

業
を
推
進
し
、
健
康
都
市
し
ろ
い
し

の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

「
健
康
ま
つ
り
」
は
、
本
事
業
の
一

環
と
し
て
、
自
分
自
身
の
健
康
を
見

直
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
次
の
各
種

コ
ー
ナ
ー
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時

　
　
n
月
7
日
ω
9
時
半
～
1
6
時

　
　
1
1
月
8
日
⑲
9
時
半
～
1
5
時

▼
会
場

　
自
石
市
健
康
セ
ン
タ
i

血
液
型
検
査
コ
ー
ナ
ー

●
検
査
料
は
無
料
で
す
。

●
11
月
8
日
㈲
の
午
前
中
の
み
検
査

し
ま
す
。

医
療
費
な
ど
の

　
　
　
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
医
療
費
・
国
民
健
康
保
険
な
ど

　
各
種
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

食
事
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
朝
食
は
食
ぺ
ま
し
た
か
？

　
よ
い
食
生
活
は
健
康
の
源
で
す
。

看
護
展

　
看
護
用
品
の
展
示
と
相
談

よ
い
歯
を

　
　
　
つ
く
ろ
う
コ
ー
ナ
i

　
歯
に
つ
い
て
の
相
談
、
磨
き
方

　
歯
を
強
く
す
る
食
べ
も
の
展
示

体
力
テ
ス
ト
コ
ー
ナ
ー

　
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
ま
し
よ
う
。

　
さ
て
、
あ
な
た
の
体
力
年
齢
は
？

脱
ス
パ
イ
ク
コ
ー
ナ
ー

　
ス
タ
ッ
ト
レ
ス
タ
イ
ヤ
展
示

講
演
「
健
康
で
楽
し
く

　
　
　
　
　
過
す
た
め
に
」

　
白
石
市
医
帥
会

　
　
会
長
銭
谷
喜
四
男
先
生

あ
な
た
の
家
の

　
塩
分
チ
エ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー

う
す
味
体
験
健
康
ビ
デ
オ
鑑
賞

遊
び
の
コ
ー
ナ
i

　
　
手
づ
く
り
お
菓
子
と

　
　
　
　
お
茶
の
コ
ー
ナ
ー

イ
キ
イ
キ
い
い
顔

　
　
　
　
　
　
写
真
展

　
応
募
さ
れ
た
写
真
の
展
示

　
（
な
お
、
写
真
は
九
日
以
降
に
、

　
　
参
加
賞
と
一
諸
に
お
返
し
い
た

　
　
し
ま
す
）

※
詳
し
く
は
、
臼
石
市
保
健
衛
生
課

智
二
五
土
一
一
一
内
線
六
〇
四
・
六
〇

五
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7



ぽ
く
ら
の
ま
ち
の
会
社
訪
問
⑳

　
　
　
半
澤
食
品
工
業
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
白
石
市
字
外
河
原
1
5
番
地

　
昭
和
1
1
年
、
不
澄
ケ
池
に
納
豆
を

つ
く
る
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
昭

和
1
7
年
に
現
在
地
に
独
立
し
て
、
漬

物
の
製
造
販
売
業
務
を
開
始
し
ま
し

た
。
昭
和
娼
年
福
島
支
店
開
設
、
昭

和
56
年
に
本
社
を
全
面
改
築
、
近
代

的
な
設
備
を
導
入
し
、
ま
た
、
今
年

の
6
月
に
は
、
長
崎
屋
多
賀
城
店
に

東
北
初
の
漬
物
専
門
店
を
開
店
し
ま

し
た
。

　
半
澤
食
品
工
業
は
、
地
元
の
農
家

で
生
産
さ
れ
た
「
大
根
・
き
ゆ
う
り
・

長
な
す
」
な
ど
を
漬
物
に
加
工
し
、

全
国
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
農
家
と

　　　　　　　∫　　　　　　　『　　　　　　J　　　　　J　　　　　『　　　　∫　　　三　　　∫　　ニ　　」　＝∫∫

市
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長

日

誌

契
約
栽
培
し
て
い
る
仙
台
長
な
す
は
、

契
約
栽
培
を
始
め
て
か
ら
今
年
で
2
5

年
に
な
り
ま
し
た
。
仙
台
長
な
す
の

一
夜
漬
は
た
い
へ
ん
評
判
が
よ
く
、

業
界
は
も
ち
ろ
ん
、
家
庭
の
奥
さ
ん

た
ち
に
も
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
主
な
製
品
に
仙
台
長
な
す
漬
、
仙

県
漬
物
品
評
会
に
お
い
て
農
林
大
臣

な
す
漬
は
、
全
国
観
光
土
産
品
連
盟

　
男
子
2
5
名
、
女
子
39
名
の
社
員
が

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
、
消
費
者
に
喜

ん
で
食
べ
て
も
ら
え
る
製
品
づ
く
り

に
励
ん
で
い
る
半
澤
食
品
工
業
。

　
親
睦
会
な
ど
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、

特
に
旅
行
は
量
・
同
の
楽
し
み
で
あ
り
、

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
面
で
も
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
は
経
験
者
が
そ
ろ
つ
て
い
る
の

で
他
流
試
合
も
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

台
沢
庵
一
本
漬
、
ふ
る
さ
と
漬
な
ど

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル

が
あ
り
ま
す
が
、
仙
台
沢
庵
は
宮
城
『
…

賞
を
受
賞
し
て
お
り
、
ふ
る
さ
と
長
一
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［
皿

の
会
頭
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
　
　
　

10

月
1
4
日
㈱

　
　
　
第
一
回
蔵
王
サ
ミ
ッ
ト
開
催

　
サ
ミ
ッ
ト
の
発
起
人
と
し
て
次
の

よ
う
な
挨
拶
を
す
る
。

「
蔵
王
は
私
達
の
共
通
の
財
産
で
あ

り
、
観
光
開
発
に
関
し
て
は
、
計
り

知
れ
な
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
持
っ
て
い
る
。
こ
と
に
、
二
十

一
世
紀
は
国
際
化
の
時
代
と
い
わ
れ

て
い
る
。
招
致
合
戦
を
展
開
し
て
い

る
一
九
九
八
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
山
形
に
決
定
さ
れ
れ
ば
、
蔵
王

を
国
際
的
に
P
R
す
る
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
蔵
王
を
国

際
的
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
発
展
さ
せ

る
た
め
に
は
、
山
形
、
宮
城
と
い
っ

た
行
政
の
ワ
ク
を
越
え
た
全
体
的
な

対
応
が
必
要
で
あ
る
」

　
会
議
の
結
果
、
　
「
蔵
王
の
開
発
が

三
市
三
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
」
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議

成
人
病
対
策
の
た
め
・
盗
運
動
藪

が
進
め
ら
れ
て
い
る
な
か
、
3
～
5
皿
皿
一

％
の
低
塩
度
の
製
品
が
「
良
い
製
品

苅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

は
み
ん
な
の
手
か
ら
、
心
か
ら
」
を
…
紺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

モ
ッ
ト
ー
に
真
心
を
こ
め
て
生
産
さ
」

れ
て
い
ま
す
・
　
・
　
葺

、．劉
羅

蕊、
卸
㌦

、
、
薯

、
鰍
寧

認
識
で
一
致
し
、
特
に
今
後
の
蔵
王

観
光
の
命
運
を
左
右
す
る
リ
ゾ
ー
ト

法
の
地
域
指
定
に
向
け
て
は
、
山
形

側
の
情
報
を
得
て
、
宮
城
側
と
し
て

も
国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
区
と
し
て
県
へ

の
強
力
な
働
き
か
け
を
進
め
る
こ
と
。

ま
た
、
山
形
へ
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
招
，
致
に
つ
い
て
は
、
宮
城
側
も
支

援
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

合
っ
た
。

　
第
二
回
は
山
形
市
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
つ
た
。
今
後
の
サ
ミ
ッ
ト

に
よ
っ
て
、
蔵
王
の
活
用
に
つ
い
て

多
く
の
積
極
的
な
意
見
が
出
さ
れ
、

統
一
し
た
運
動
の
基
盤
づ
く
り
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
強
く
願
う
。

　
蔵
王
サ
ミ
ッ
ト
共
同
宣
言

　
私
た
ち
の
郷
土
に
そ
び
え
る
雄
大

な
蔵
王
連
峰
は
、
白
い
幻
想
の
世
界

を
つ
く
る
冬
の
樹
氷
、
天
を
見
つ
め

た
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
の
瞳
が
映

え
る
夏
の
御
釜
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
四
季
折
々
の
姿
を
も
ち
、
貴
重

な
動
物
が
豊
富
に
生
息
し
、
植
物
が

繁
茂
す
る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
、

我
が
国
で
も
有
数
の
麗
峰
で
あ
る
。

　
同
時
に
、
山
懐
に
は
数
々
の
名
湯

を
擁
し
、
偉
大
な
景
観
、
神
秘
的
な

奇
観
を
背
景
と
し
た
ス
キ
ー
、
登
山
、

キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ジ

ヤ
ー
の
メ
ッ
カ
と
し
て
、
全
国
に
あ

ま
ね
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
、
訪
れ
る

　
と
き
あ
た
か
も
、
『
総
合
保
養
地
域

整
備
法
』
　
（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
が
制
定
さ

れ
、
国
際
リ
ゾ
ー
ト
地
区
と
し
て
の

力
し
あ
っ
て
、
蔵
王
の
自
然
環
境
を

保
全
し
な
が
ら
調
和
あ
る
開
発
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
一
九
九
八
年
開

致
し
、
そ
の
素
晴
ら
し
さ
を
全
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
、
二
十
一
世
紀
に

向
け
た
東
北
の
飛
躍
を
希
求
せ
ん
た

め
、
三
市
三
町
が
全
力
で
遭
進
す
る

こ
と
を
こ
こ
に
高
ら
か
に
宣
言
す
る
。

　
　
昭
和
六
十
二
年
十
月
十
四
日

　
　
　
　
臼
石
市
長
　
川
井
　
貞
一

人
々
に
充
分
な
満
足
感
を
提
供
し
て
一
－
皿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
王
の
果
た
す
役
割
は
、
更
に
大
き
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぞ

な
も
の
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
本
州
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
、
奥
羽
山
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ざ

脈
の
中
心
を
為
す
蔵
王
連
峰
が
、
そ

の
威
容
ゆ
え
に
気
象
条
件
を
左
右
し
、
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

て
東
と
西
に
区
分
し
よ
う
と
も
、
私
一

た
ち
共
通
の
心
の
支
え
で
あ
る
。
歌
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

人
斎
藤
茂
吉
も
こ
よ
な
く
愛
し
た
み

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

ち
の
く
の
霊
峰
蔵
王
を
取
り
巻
く
地
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

域
が
、
お
互
い
に
手
を
取
り
合
い
協
’

催
の
冬
季
オ
リ
ン
ビ
ッ
フ
大
会
を
招

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蔵
王
町
長
　
佐
藤

七
ヶ
宿
町
長
安
藤

川
崎
町
長
　
大
浪

山
形
市
長
金
澤

上
山
市
長
　
永
田

栄
作

昭
一

正
志

忠
雄

亀
昭

皿
8

惣
メ
諺

《鋤・
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全国防犯蓮動臼后地1孟防犯雄遙大会

r
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r
略

か
、

　　む
1』鑑
監
量
‘

瓶難
隣
、
石
市

三

達
　
　
　
　
　
白

　
一
覧
〆
　
動
日
し

　
　
　
　
，
茎
運
7
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　轟声甑　．遍

　
　
…
鯉
L

3
、

じも曳

臼望』

へ
r

嵐聯衝
　▲消費者大学閉講式
　　　（10月9日）
マ’

ピ
黙
敏

鞭
，獣W

．
轟

難
燕
，
「

㎜
璽

瓢嚢舗饗騨

1ちやん、ガンバッテー」小学校体育祭
O月8日　白二小）

二
》

　
　
　
轡
碍
騒

馨
憐
』
譲
讐
竈
燃

鷲
評
簸

　
ト
ツ
．
蝉

　
　
　
歎

　
　
　
　
　
　
y
刷
彊
、
　
　
　
鰍
肖

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懇

　
砺
，

1鋸監熟
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　　（10月15日　大鷹沢中学校

　
ガ
爵
悉
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『
．
鰻
幡
蠣
藤
鞍
』
発
堀
調
査

　
八
幡
坂
遺
跡
は
、
大
平
森
合
字
八
幡
坂
の
丘
陵
東
斜
面
に
あ
り
、
こ
の

｝
帯
が
、
第
二
城
南
土
地
区
画
整
理
組
合
に
よ
り
区
画
整
理
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
た
め
、
八
月
下
旬
か
ら
発
堀
調
査
さ
れ
、
去
る
十
月
三
日
、
教

育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
堀
調
査
現
地
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
尾
ん
め
ん
け
ん
　
ふ
う
じ
け
ん

　
今
回
の
調
査
面
積
は
約
五
千
平
方

メ
ー
ト
ル
、
発
見
さ
れ
た
遣
構
は
、

窯
跡
十
二
基
、
溝
状
遺
構
二
本
、
焼

　
　
　
　
　
　
ど
こ
う

土
遺
構
三
基
、
土
墳
三
基
、
カ
マ
ド

跡
一
基
、
カ
メ
棺
墓
一
基
な
ど
で
す
。

　
　
　
　
す
　
え
　
き

〔
窯
跡
〕
須
恵
器
焼
成
用
と
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
な
が
ま

れ
る
も
の
で
、
地
下
式
肉
告
窯
一
基
、

半
地
下
式
窪
窯
十
一
基
が
残
存
状
況

も
良
く
発
堀
さ
れ
ま
し
た
。
窯
内
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
き
　
　
か
め

や
灰
原
か
ら
は
、
須
恵
器
の
圷
、
甕

避
臨

｝
菊
、

夢
し！

　憾

．野騨｝騨
『r壷灘

　　　　　　　　　　　　　　　1

一
、
濤
撃

円
面
硯
、
風
字
硯
な
ど
が
出
土
し
、

圷
は
、
底
部
が
回
転
ヘ
ラ
切
り
の
も

の
、
回
転
ヘ
ラ
切
り
の
後
ヘ
ラ
ケ
ズ

り
し
、
体
部
中
央
に
沈
線
を
施
し
た

も
の
、
回
転
糸
切
り
の
も
の
が
あ
り

こ
れ
ら
の
特
徴
に
よ
っ
て
、
奈
良
か

ら
平
安
時
代
の
窯
跡
と
推
定
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
こ
の
遺
跡
に
は
白
石
城
攻

略
戦
の
と
き
の
陣
屋
跡
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

徳
川
家
康
の
命
に
よ
り
伊
達
政
宗
は

上
杉
領
の
日
石
城
を
攻
撃
し
ま
し
た
。

こ
の
と
き
、
八
幡
坂
西
に
は
高
野
靭

負
が
陣
屋
を
構
え
、
一
本
木
に
片
倉

小
十
郎
、
中
屋
敷
に
は
白
石
若
狭
が

陣
屋
を
構
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
回
の
調
査
で
は
関
連
す
る
遺

構
は
発
見
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

調
査
区
南
側
低
地
か
ら
鉛
製
火
縄
銃

弾
丸
一
個
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
八
幡
坂
遺
跡
は
、
奈

良
・
平
安
時
代
の
古
代
窯
跡
群
と
近

世
初
頭
の
陣
屋
跡
の
複
合
し
た
遺
跡

で
す
。
発
堀
さ
れ
た
窯
跡
は
、
こ
れ

ま
で
に
県
内
で
調
査
さ
れ
た
半
地
下

式
害
窯
に
く
ら
べ
て
も
大
型
で
見
事

な
も
の
で
す
。
須
恵
器
や
土
師
器
な

ど
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
当
時

の
生
活
様
式
な
ど
古
代
史
の
研
究
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
す
。硯の海の部分（須恵器）

，
｝
監
愉
き
，
§
曝
は
⊃
…
…
3
写
§
凄
き
き
き
晒
き
甕
旨
雪
ワ
ー
蛭
き
恥
　
　
ー
§
”
多
・
塁
葺
燦
」

㎜
正
し
い
土
地
取
引
の
た
め
に

　

㎜
　
　
　
　
地
価
調
査
結
果
講

　
昭
和
六
十
二
年
七
月
一
日
現
在
の

地
価
調
査
結
果
を
十
月
｝
日
に
宮
城

県
が
公
表
し
ま
し
た
。

　
市
内
一
〇
基
準
地
の
標
準
価
格
は

次
表
の
と
お
り
で
す
。
こ
の
地
価
は

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
な
ど

の
取
引
価
格
審
査
の
基
礎
と
な
る
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
実
際
み
な
さ

ん
が
取
引
さ
れ
る
時
の
目
安
に
し
て

頂
く
た
め
の
も
の
で
す
。

”

底部回転糸切りの蘇　（須恵器

　
白
石
市
内
に
は
、
古
代
窯
跡
（
八

幡
坂
遺
跡
）
の
ほ
か
、
中
世
窯
跡
（

東
北
・
黒
森
・
市
ノ
沢
遺
跡
）
近
世

　
　
　
　
　
　
　
な
ぺ
い
し

窯
跡
（
茨
ノ
坂
・
鍋
石
遺
跡
）
な
ど

各
時
代
の
窯
跡
が
あ
り
、
さ
ら
に
瓦

　
　
　
　
　
は
げ
や
ま

を
生
産
し
た
兀
山
遺
跡
（
奈
良
時
代
）

や
瓦
焼
場
遺
跡
（
江
戸
時
代
）
な
ど

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
は
大
切
に
！

変動率

β⑤

1㎡当り単価㈹

162．7161．7

基準地の所在及び地番途用

0．975。80075．100沢端町109番1住宅地

1．O30、10029．800福岡長袋字陣場ケ丘7番14〃

0．932．60032．300郡山字荒屋敷70番1〃

1．56．7006．600越河字町屋敷33番〃

1．513．60013．400白川津田字小路屋敷70番1〃

28．800大鷹沢三沢字坂端35番1外〃

1．6125．OOO123．000字：中町4番商業地

1．031．30031．000福岡長袋字八斗蒔28番1外準工業地

013．40013．400郡山字東中堀20番外工業地

010アール）

310，000
10アール1
310、000

福岡蔵本字番小屋46番2地林

◎
瑚
豪
②
鳴

お
正
月
料
理
は
手
づ
く
り
で

黒

豆
さとさん（自石

④
再
び
沸
騰
し
た
ら
％
カ
ッ
プ
の
さ

　
し
水
を
し
、
落
と
し
蓋
と
上
蓋
を

　
し
て
弱
火
で
七
ー
八
時
間
煮
続
け
る
。

⑤
煮
あ
が
っ
た
ら
火
を
止
め
、
そ
の

　
ま
ま
の
状
態
で
一
昼
夜
お
き
、
昧

　
を
じ
つ
く
り
含
ま
せ
る
。

曲
煮
て
い
る
途
中
で
蓋
を
あ
け
る
と

　
豆
に
し
わ
が
よ
り
ま
す
。

※
さ
び
釘
の
か
わ
り
に
鉄
鍋
で
も
よ

い
。
も
し
豆
が
か
た
く
な
っ
た
時
は

水
を
少
量
加
え
、
弱
火
で
少
し
煮
る

と
や
わ
ら
か
く
な
り
ま
す
。

◎
豆
で
達
者
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と

願
い
を
こ
め
て
食
べ
る
黒
豆
、
正
月

に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
料
理
の

『
品
で
す
。
お
正
月
に
は
、
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。

後藤

〔
材
料
〕

　
黒
豆
㎜
9
（
約
5
カ
ッ
プ
）
砂
糖

の
　
　
の
　
　
ヤ

0
～
0
9
　
し
ょ
う
ゆ
半
カ
ッ
プ
、

マ
　
　
　
ロ

塩
大
サ
ジ
ー
、
重
曹
小
サ
ジ
ー
、
さ

び
釘
（
3
㎝
）
1
7
～
1
8
本

〔
作
り
方
〕

①
洗
っ
た
黒
豆
の
水
気
を
き
っ
て
お

　
き
、
さ
び
釘
を
よ
く
洗
い
布
袋
に

　
入
れ
、
口
を
か
た
く
し
ば
る
。

②
鍋
に
12
カ
ッ
プ
の
熱
湯
と
重
曹
、

　
全
て
の
調
味
料
を
加
え
、
黒
豆
と

　
さ
び
釘
を
入
れ
五
時
間
以
上
つ
け

　
て
お
く
。

③
②
を
中
火
に
か
け
、
沸
騰
し
泡
や

　
ア
ク
が
浮
い
て
き
た
ら
取
り
除
き

　
姥
、
カ
ッ
プ
の
さ
し
水
を
し
、
煮
た

　
つ
の
を
と
め
る
。

〈ご存知ですか？＞

甘いものぱ財》食後朧

べすぎは胃に悪い”といわれています。なぜでし

ようか？

★　このごろは、食事の前や間に、ジュースや、

　コーラが飲まれていますが、　昔から“食事の

　前には甘いものを避ける”また￥、甘いものの食

　を悪くする、と　　　　　毫 二　　　 隠1㌧

いわれていま

す。そのため

に甘いものはお茶と一緒1こ食ぺるわけです。

　砂糟をたくさんとると、すぐに吸収されて

動脈皿の皿糟値（フドウ糟）が上がり、静脈

皿糟との間に差ができます。こうなると脳の

中枢にある空腹感を訴える働きがにぶくなり

空腹感がなくなります。

GI用　女子栄置ナ学出版部「食物のぎもん」）

2　長期のとりすぎは、ビタミンB1の不足を昭

　き．胃腸の働きをにぶくします。胃腸の機能

　低下ガらくる食欲不振もあります。

★　食事をおいしく食べるには、食事の前や間の甘いものを控えましよう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　食後に食べれば、胃の内容量が多いために胃を悪くしません。

昭和62年10月1日　白石市　査調
消費生活モニター調査結果

　　備　　　考

上昇品目

洗濯用合成洗剤
灯油　店頭価格、

　ク　配達料込み

レギュラーガソリ

下降品目

サラダ油、小麦粉

マーガリン、牛乳
ノ｛ター、テイッシ

ュペーパー、ラノ
プ、　ぺ一マネン　ト

料

横ばい品目

砂半唐、しょう才由，

食ノぐン、カレーラ

イフ．、理髪料、軽

油、ブロノ㍑ガス

対前月価格比

△り∩　　D．o

△3．7

△16．3

△4．5

△1．3

4ーハ
、
一

△2．2

　　8．0

△1．5

　　1，1

　　1．1

　　0．8

前月平均価格

　　266円

　　257

　　324

　　214

　　145

　　190

　　221

　　367

　　134

　　218

　1，237

　　470

　1，566

5，416

　　344

　　860

　　124

平　均値

　　266円

　　257

　　313

　　206

　　　145

　　　159

11り畠
　　362

　　132

　　213

1、391〕

　　470

1、566

つ
U

O
り35

乃

尊、525

　　854

　　870

　　125

　　75

4．525

最　低　値

　　258円

　　250

　　268

　　178

　　145

　　100

　　180

　　328

　　　88

　　198

1，280

　　450

1，500

5，000

　　　800

　　　81Q

　　　l20

　　　　71）

4．320

最　高　値

　　280円

　　260

　　370

　　230

　　150

　　208

　　250

　　390

　　158

　　248

1，495

　　500

1．700

5，800

　　950

　　950

　　130

　　　83

4．750

　　銘柄・規格
上白糖　　　　1kg
上級濃ロポリ容器入り14

ポリ容器入り　　　　700g

薄　力粉　　　　1kg

並　　食　　　　1袋

ソフトカルトン入り　225g

紙容器入り　　　1，000co

カルトン入り　　　2259

400枚（200組〉紙箱入り

漿瀕化馨弓聾身巻）
綿、化繊用、粒状
無リン、紙箱入り　　Uk日

並　　　食　　　　一皿

小学生調髪

コールド（ショート）

184　（店頭価格）

1麗　（配達料込み）

14　　　　現　金

12　　　　現　金
10㎡　（気体）

　晶　 名

1，砂　　糖

2．しよう油

3．サラダ油

4．小　麦粉
5．食　パ　ン

6．マーガリン
7．牛　　乳

8．バ　タ　ー
9．　ティッシュペーノ弘

10．ラ　ッ　プ
11．洗濯用合成洗剤

12，カレーライス

13．理　髪　料

14．パーマネント料

1由15．灯

16、　レギュラーがノリン

17．軽　　　油

18、プロパンガス

”



第
二
十
回
記
念

　
　
　
自
石
市
公
衆
衛
生
大
会
開
か
る

　去る

十
月
二
日
、
市
民
会
館
に
お

い
て
公
衆
衛
生
大
会
が
開
か
れ
、
市

民
の
健
康
と
快
適
な
生
活
の
た
め
、

保
健
事
業
の
推
進
と
生
活
環
境
の
美

化
活
動
を
多
年
に
わ
た
り
、
組
織
的

に
推
進
し
、
多
く
の
成
果
を
収
め
て

き
た
団
体
に
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〔
自
石
市
長
感
謝
状
〕

浅
野
勇
二
・
村
上
正
大

〔
白
石
市
献
血

　
　
推
進
協
議
会
長
感
謝
状
〕

石
川
規
夫

国
民
年
金

年
金
手
帳
は
大
切
に

〔
仙
南
保
健
所
長
感
謝
状
〕

八
晶
幸
吉
・
小
関
秀
子

〔
自
石
刈
田
地
区
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
連
合
会
長
感
謝
状
〕

佐
藤
宏
・
遠
藤
吉
雄
・
佐
藤
春
男

大
橋
甲
治

〔
白
石
市
公
衆
衛
生
組
合

　
　
　
　
連
合
会
長
感
謝
状
〕

大
槻
勝
夫
・
国
分
虎
雄
・
佐
竹
林

浅
野
邦
夫
・
佐
藤
昭
七
・
藤
井
孝

親
・
松
野
喜
美
夫
・
鑓
水
重
太
郎

大
場
忠
輔
・
佐
久
間
健
郎
・
太
斎

ア
サ
・
佐
藤
秀
吉
・
古
山
正
己
・

阿
部
忠
夫
・
藤
田
悌
二
・
伏
見
光

雄
・
榛
沢
利
雄
・
半
澤
正
一

亘
理
町
松
窓
会
・
上
郡
山
自
治
会

第
4
班
・
小
下
倉
長
寿
会
・
小
奥

高
砂
会
・
赤
井
畑
地
区
子
供
会
・

内
親
米
寿
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
届

麗羅懸黙
　灘轡
遡．謡1茸自晒
　　　へ　　嬉　蕎　

、
、

覧・

　　　、鴇‘∫　【、凸二

『
、
環
境
美
化
の
推
進
を
は
か
る
。

二
、
快
適
な
環
境
を
め
ざ
し
て
公
害
防

　
止
対
策
を
は
か
る
。

三
、
市
行
政
の
行
う
保
健
衛
生
事
業

　等の

推
進
を
は
か
る
。

四
、
伝
染
病
防
止
対
策
の
充
実
を
は
か

　
る
。

五
、
各
種
研
修
会
、
大
会
等
の
開
催
、

　
及
び
積
極
的
参
加
を
は
か
登
。

こ
ん
な
と
き
は

　
　
　
こ
ん
な
届
出
を
！

　年

金
を
受
け
て
い
る
皆
さ
ん
が
、

氏
名
や
住
所
を
変
更
し
た
と
き
は
そ

の
つ
ど
届
け
が
必
要
で
す
。

　
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
た
の
で
は
年

金
を
受
け
と
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
す
み
や
か
に
提
出
し
ま
し
よ

》
つ
o

届出期限
錘年誕生月の末日

倦齢など1

　1姻以内

　14日以内

　そのつど

　そのつど

　すみやかに

　すみやかに

　1娼以内

すみやかに

＊国民年金受給権者現況届

＊国民年金受給者氏名変更届

事国民年金受給権者住所変更届

＊国民年金受給者支払期間変更届

雫国民年金支払通知書亡失（未着1届

＊国民年金証書再交付申請書

国民年鉄催届

　国民年金受給権者死亡届

　国民年金受給選択申出書

　　　こん豪とき

毎年引き続いて年金を受け

ようとするとき

氏名を変えたとき

住所を変えたとき

年金を受け取る方法や支払

棚渡えようとするとき

国民年金支払通知書が届か

なかった

勃読臆（したとき

年金を受ける権祠がなくな

ったとき

年金を受けていた人が死亡

したとき

2つ以止の年金を帽纏
利を得たとき

囲
届
書
の
提
出
先
は
、
市
役
所
で
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
、
通
算
老
齢

年
金
を
受
け
て
い
る
人
の
＊
印
の
届

書
の
提
出
先
は
、
社
会
保
険
庁
業
務

第
二
課
で
す
。

あ
な
た
は
年
金
手
帳
を

　
　
　
お
持
ち
で
す
か
？

　
年
金
手
帳
は
、
年
金
制
度
（
国
民
、

年
金
ま
た
は
厚
生
年
金
保
険
）
に
初

め
て
加
入
し
た
と
き
に
交
付
さ
れ
ま

す
。
手
帳
に
は
、
記
号
番
号
・
被
保

険
者
と
な
つ
た
日
・
氏
名
・
生
年
月

日
が
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
記
号
番
号
に
よ
っ
て
あ
な
た

の
加
入
期
間
等
が
整
理
保
管
さ
れ
ま

す
の
で
一
生
を
通
じ
て
変
わ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
制
度
ご
と
に
記
号
番
号

が
設
定
さ
れ
ま
す
か
ら
、
二
制
度
に
・

加
入
し
た
人
は
、
番
号
を
二
つ
持
つ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　もし、

同
じ
制
度
の
記
号
番
号
を

二
つ
以
上
待
つ
て
い
る
人
が
い
ま
し

た
ら
、
記
号
番
号
を
一
つ
に
ま
と
め

る
「
重
複
取
消
」
の
手
続
き
を
、
ま

た
、
年
金
手
帳
を
よ
ご
し
た
り
紛
失

し
た
と
き
は
「
再
交
付
」
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
金
手
帳
は
、
将
来
年
金
を
請
求

す
る
と
き
だ
け
で
な
く
、
年
金
に
つ

い
て
の
相
談
や
照
会
に
も
必
要
と
な
．

り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
ま
し

よ
・
フ
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
課
国
民
年

金
係
塗
一
五
⊥
一
二
『
内
線
三
六
へ
。

十
一
月
二
日
か
ら

本
庁
窓
口
が
電
算
化

　
市
で
は
、
市
民
課
な
ど
の
窓
口
事

務
を
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
民

課
、
税
務
課
、
会
計
課
に
端
末
機
を

設
置
し
、
電
算
化
に
よ
る
窓
口
事
務

の
改
善
を
十
一
月
二
日
か
ら
実
施
い

た
し
ま
す
。

〔
窓
口
事
業
の
概
要
〕

0
申
請
書
用
紙
に
一
部
変
更
あ
り
ま

　
す
が
、
申
請
の
方
法
、
証
明
書
の

　
受
け
ら
れ
る
範
囲
な
ど
は
従
来
ど

　おり

で
す
、

②
住
民
票
や
各
種
証
明
書
の
様
式
が

　
変
更
さ
れ
ま
す
。
住
民
票
は
左
の

　
見
本
の
よ
う
に
見
や
す
く
な
り
ま

　
す
。

③
手
数
料
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
市
β
器
5

この写しは庄民票の原本と相違ないことを証明する

　　　昭和62年　　月　　日

　　　　宮城県自石市長　　　欺　井　　貞　一

32

〈新たな住民票＞

　　　　。．　　　住　　民　　票宮城県自石

鰐憲旱漏論．こ日∫Ir岬駈 臨太良

：白石市字桜小路122番地　　　　　　昭5210＝齢　　賑」1。1

二三重県四日市市蔵町30番地　　　　　　　暑自石　太良1

壇静岡県浜松市天神町15番地の2
　　　　　　　　　　　　 ……「　「一

，
、
明
日
を
育
む
下
水
道
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
－
－
ー
ー
ー
－
－

　
　
懊
　
凹
魯
”
回
創
《
凹
　
　
　
　
　
　
　
皿

　
　
　
下
濃
自
ヱ
自
侶
9
働
あ
壱
g
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『

い
－
み
－
ー
ナ
9
陰
ー
享
ヨ

ヌ
多
望
量
＄
ヌ
～
、
昌
7
｝
｝
マ
『
章
享
雪
ま

　
当
市
の
下
水
道
工
事
は
市
民
の
皆

様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り

ま
し
て
、
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す

が
、
現
在
の
工
事
に
引
き
続
き
、
十

月
下
旬
か
ら
更
に
幹
線
や
準
幹
線
の

工
事
に
よ
り
、
各
戸
毎
の
公
共
枡
埋

設
工
事
や
設
置
工
事
等
を
施
工
い
た

し
ま
す
。

　
工
事
区
間
は
次
の
と
お
り
で
す
が

い
ず
れ
も
道
路
地
下
二
～
五
メ
ー
ト

ル
に
埋
設
す
る
た
め
に
、
交
通
規
制

等
を
行
い
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
な
お
、
本
工
事
に
つ
い
て
不
明
の

点
な
ど
は
市
下
水
道
課
工
務
係
へ
。

豊
二
五
⊥
一

一
一
内
線
一
一
五
三

交通規制内容

車両通交止め

車両通交止め

片側通交
車両通交止め

片側通交
片側通交
車両通交止め

電
観
掃
除
機
の

　
　
　
紹
介
商
法
臆
よ
る
ト
ラ
ブ
ル

交通規制路線一覧

延長
379。Om

332．lm

173．6m

54．9m

77．6m

310．2m

52．7m

　路　線　名

市道荒屋敷線
〃　白石・大平線

〃　白石・大平線

〃　臼石・大平線

〃　新舘沖線
〃　中央通り線

〃　新舘3号線

　
職
場
の
同
僚
か
ら
「
電
気
掃
除
機

の
販
売
説
明
会
が
N
営
業
所
で
あ
る
。

ネ
ズ
ミ
講
と
似
た
よ
う
な
も
の
だ
が

全
く
違
う
。
話
だ
け
で
も
一
諸
に
行

っ
て
聞
い
て
ほ
し
い
」
と
誘
わ
れ
出

掛
け
た
。
説
明
し
た
人
は
「
私
は
月

に
80
万
円
の
収
入
が
あ
り
、
商
品
は

鍛
麺
卿
蕪
鴛
鷹
泪
」
「
羅
湾
麓
鞭
難
稲
瑚
羅
あ
っ
た
『

1
品
で
、
あ
な
た
が
知
人
に
勧
め
て

契
約
を
取
っ
た
ら
1
0
日
以
内
に
契
約

額
の
1
0
％
～
3
5
％
の
礼
金
を
払
う
。

最
低
2
0
万
円
位
の
収
入
は
あ
る
は
ず
。

ま
ず
、
あ
な
た
が
買
っ
て
使
っ
て
み

て
か
ら
他
人
を
紹
介
し
て
ほ
し
い
」

と
し
つ
こ
く
勧
誘
さ
れ
「
相
談
し
て

か
ら
」
と
断
る
と
「
決
断
は
こ
の
場

で
！
」
と
強
引
に
2
8
万
円
の
掃
除
機
を

購
入
契
約
さ
せ
ら
れ
た
。
親
に
反
対

さ
れ
た
の
で
、
翌
日
、
営
業
所
に
出

向
き
「
勧
誘
メ
ン
バ
ー
を
や
め
た
い
」

と
申
し
出
た
ら
「
掃
除
機
代
は
払
え
」

と
い
わ
れ
た
。
購
入
契
約
を
解
除
し

た
い
。
　
（
2
0
歳
　
女
性
O
L
）

ー
以
上
の
よ
う
な
紹
介
商
法
に
よ
る

相
談
が
あ
り
ま
す
。
友
人
や
知
人
を

勧
誘
紹
介
し
、
購
入
契
約
す
る
と
紹

介
料
が
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
に
な
つ

て
い
ま
す
。

こ
の
場
合
、
営
業
所
（
店
頭
）
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
し
　
　
サ
　
　
オ
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
ヨ
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
暮
ら
し
の
中
の
マ
ー
ク
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
は
ち
み
つ
は
栄
養
価
が
高
く
、
子
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
ど
も
か
ら
か
年
寄
り
ま
で
、
多
く
の
一

の
契
約
で
す
が
、
勧
誘
を
受
け
た
場
所
一
人
に
好
ま
れ
て
い
る
健
康
食
品
で
す
。
｝

が
店
頭
で
は
な
い
の
で
訪
問
販
売
法
一
　
は
ち
み
つ
と
は
・
み
つ
ば
ち
が
花
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

が
適
用
さ
れ
ま
す
．
相
馨
か
ら
本
一
か
ら
採
っ
て
き
て
巣
で
熟
成
し
た
も
『

社
あ
て
に
契
約
解
除
を
内
容
証
明
郵
一
の
を
い
い
ま
す
。
㈹
全
国
は
ち
み
つ
「

便
で
通
知
し
、
交
渉
に
あ
た
っ
た
結
【
公
正
取
引
協
議
会
で
は
、
昭
和
四
十
一

果
、
無
条
件
解
除
が
成
立
し
解
決
し
．
四
年
に
は
ち
み
つ
の
公
正
マ
ー
タ
を
一

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
制
定
し
　
公
正
競
争
規
約
に
基
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

づ
ま
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

熟
聾
鐘
鶴
羅
　
　
蹴
㎜

含
め
7
日
間
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
【
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
無
条
件
解
除
）
の
適
用
が
あ
り
ま
一
　
ま
た
容
器
や
包
装
に
表
示
で
き
る
「

す
か
ら
、
書
面
で
通
知
す
る
こ
と
が
一
表
現
も
、
た
と
え
ば
「
純
粋
」
ま
た
一

肝
要
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
は
「
勺
一
ζ
の
」
と
い
う
言
葉
は
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

消
費
生
活
相
談
室
　
　
　
　
　
　
一
添
加
物
を
全
く
含
ま
な
い
か
、
花
粉
｝

冒
二
五
－
二
一
一
一
内
線
一
三
八
　
一
ま
た
は
ロ
ー
ヤ
ル
ゼ
リ
ー
の
み
を
添
一

皿
加
し
た
は
ち
み
つ
だ
け
に
用
い
る
こ
一

『
と
が
で
き
る
よ
う
に
規
制
さ
れ
て
い
一

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
［

ま
す
。
　
「
国
産
」
と
表
示
す
る
と
き

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

は
、
原
料
と
な
っ
た
み
つ
の
全
て
が

ハ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
国
内
で
採
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
「

一
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
　
お
い
し
い
は
ち
み
つ
を
安
心
し
て
一

一
食
べ
る
た
め
に
も
、
公
正
マ
ー
ク
の
｝

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
　
一

っ
い
た
も
の
を
選
び
ま
し
よ
う

「
　
　
　
ー
　
　
　
1
　
　
5
　
　
1
　
　
1
　
　
！
　
　
　
l
　
　
l
　
　
』
　
　
　
I
　
　
l
」

，3
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1
1
｝
し

水
門
を
管
理
し
て
50
年

　
　
　
　
　
森
治
右
衛
門
さ
ん
（
83
歳
）

　
　
　
　
　
　
　
　
▼
白
石
市
西
益
岡
町
六
－
十
七

　
鯉
と
の
ふ
れ
あ
い
の
道
が
で
き
、
鯉
に
餌
を
与
え
て
い
る
子
ど
も

づ
れ
の
姿
が
毎
日
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
沢
端
川

と
館
堀
川
の
水
の
管
理
を
50
年
問
続
け
ら
れ
て
い
る
の
が
、
森
治
右

衛
門
さ
ん
で
す
。

　
白
石
城
の
お
堀
と
し
て
造

ら
れ
た
沢
端
川
や
館
堀
川
は
、

農
業
用
水
や
生
活
用
水
、
防

火
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て

き
た
大
切
な
河
川
で
す
。

　
昔
は
、
こ
の
水
で
水
車
を

廻
し
、
精
米
や
製
粉
を
し
た

り
、
顔
や
野
菜
を
洗
っ
た
り

響『“．難慧

繕　
と
い
斗

　
ん
。
祖
父
が

風
呂
水
に
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
に
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
昔
は
、
川
を
汚
す
と
水
神
さ
ん
の

罰
が
あ
た
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し

た
し
、
水
洗
便
所
な
ど
も
な
か
つ
た

の
で
と
て
も
き
れ
い
な
水
が
流
れ
て

い
ま
し
た
。
早
く
下
水
道
が
で
き
、

昔
の
よ
う
な
き
れ
い
な
川
に
も
ど
る

　
　
し
で
す
ね
」
と
話
さ
れ
る
森
さ

　
　
　
　
　
、
明
治
4
4
年
白
石
普
通

窺『
漉
ん
が
タ
イ
プ
を
打
ち
、
孫
の
美
樹
さ

誌
水
利
組
合
の
委
嘱
を
受
け
て
以
来

，
』
昭
和
1
0
年
頃
に
父
親
か
ら
館
堀
川
の

、
八
幡
下
水
門
と
沢
端
川
の
お
茶
園
水

　
門
の
管
理
を
引
き
継
ぎ
、
今
も
続
け

　
ら
れ
て
い
ま
す
。
土
地
改
良
区
理
事

　
や
西
益
岡
の
区
長
を
長
年
務
め
ら
れ

　
た
の
で
、
昨
年
n
月
に
産
業
功
労
者

　
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
森
さ
ん
が
書
き
、
三
男
の
幸
一
さ

ん
が
さ
し
絵
を
描
い
た
，
ご
つ
と
昔
』

ふ
る
さ
と
の
夜
話
を
三
集
、
当
地
方

の
水
に
ま
つ
わ
る
話
を
つ
づ
っ
た
随

筆
集
『
ふ
る
さ
と
の
水
物
語
』
、
随

　
　
　
つ
　
ぷ
　
　
　
つ
ぷ
や

筆
集
『
田
螺
の
眩
き
』
な
ど
を
自
費

出
版
し
　
親
し
い
人
に
贈
呈
し
喜
ば

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
『
峠
の
物
語
』

の
出
版
準
備
中
で
す
。

「
白
石
に
は
民
話
が
少
な
い
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
本
当
に
な
い
の
で
は
な

く
、
農
作
業
を
は
じ
め
、
紙
漉
き
、

製
粉
、
手
延
温
麺
つ
く
り
な
ど
朝
早

く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
い
た
の

で
、
子
や
孫
に
伝
え
ら
れ
ず
に
忘
れ

ら
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
す
。
私
は
祖

父
か
ら
聞
い
た
昔
話
を
そ
の
当
時
の

様
子
な
ど
を
思
い
出
し
な
が
ら
書
い

て
い
ま
す
。
息
子
や
孫
の
協
力
が
あ

り
、
安
心
し
て
筆
を
進
め
ら
れ
ま
す
」

と
い
う
森
さ
ん
は
、
父
親
た
ち
の
『
温

め
ん
な

麺
絢
い
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
昔
な
が
ら

の
手
延
製
温
麺
の
工
法
も
見
て
お
り

こ
れ
に
つ
い
て
も
後
世
に
伝
え
た
い

と
意
欲
的
で
す
。
手
延
温
麺
の
つ
く

り
方
を
知
っ
て
い
る
人
が
ほ
と
ん
ど

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
現
在
に
お

い
て
、
製
造
方
法
を
知
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
温
麺
の
産
地
で
あ
る

自
石
に
と
っ
て
貴
重
な
こ
と
で
す
。

　
健
康
の
秘
訣
は
、
体
を
マ
メ
に
動

か
す
こ
と
と
、
趣
味
を
も
つ
こ
と
、

森
さ
ん
の
趣
味
は
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
書
く
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

㍗
　
元
和
元
年
（
］
六
一
五
）
九
月
五

詮
日
、
大
阪
夏
の
陣
に
出
陣
し
、
戦
功

、
を
納
め
た
政
宗
勢
が
帰
城
し
た
。
重

帆
長
の
白
石
凱
旋
の
日
時
は
明
ら
か
で

ハ
は
な
い
が
、
九
月
初
め
に
は
帰
城
し

“
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
翌
月
十

h
、
四
日
、
豊
臣
氏
の
次
に
天
下
を
と
る

・
、
の
は
徳
川
家
康
で
あ
る
と
予
知
し
、

♪
伊
達
家
の
安
泰
策
を
は
か
っ
て
き
た

▽
謀
将
片
倉
小
十
郎
景
綱
は
五
十
九
歳

㌧
で
死
去
し
た
。

　
　
伊
達
藩
に
は
、

、
一
片
倉
家
の
三
功
と

ぺ
い
わ
れ
る
も
の
が

』
、
あ
る
。
一
つ
は
、

、
初
代
景
綱
の
小
田

』
一
原
参
陣
の
献
策
、

」
二
は
、
重
長
の
大

b
阪
武
勲
、
三
は
、

へ・
一
景
長
の
寛
文
事
件

帰
の
収
拾
と
い
わ
れ

『
、
て
い
る
。
特
に
大

九
阪
の
役
に
お
け
る

郷土史アレ慧レ

と
恐
れ
ら
れ
た
重
長
で
あ
る
が
、
若
・

年
時
代
の
慶
長
四
年
二
五
九
九
）
㌧

ま
で
の
約
八
年
間
、
京
都
伏
見
に
居
．

　
　
　
　
た
じ
ま
の
か
み
む
ね
の
り

り
、
柳
生
但
馬
守
宗
矩
や
真
田
幸
村
’
、

な
ど
豊
臣
・
徳
川
両
家
の
多
く
の
す
ル

ぐ
れ
た
武
人
た
ち
と
の
交
流
や
、
京
・

都
大
徳
寺
の
澤
庵
和
尚
と
和
歌
を
取
占

り
か
わ
す
な
ど
文
武
に
秀
い
で
て
い
．

た
。
こ
の
重
長
の
人
格
を
見
込
み
、

真
田
幸
村
は
戦
陣
の
問
に
、
娘
阿
梅
　

　
　
　
　
　
　
　
ら
弟
妹
の
保
護
を
㍗

　
　
　
　
　
　
　
託
し
、
さ
ら
に
真
η
、

　
　
　
　
　
　
　
田
の
遺
臣
三
井
豊
3

　
　
　
　
　
　
　
せ
え

⑳

ヤ
働
き
は
、
誇
り
と
し
て
末
代
ま
で
語

り
継
が
れ
、
家
中
武
士
で
こ
の
両
戦

に
参
戦
し
た
者
や
そ
の
子
孫
は
、
　
「
大

阪
武
功
の
臣
」
と
し
て
、
幕
末
ま
で

特
別
な
侍
遇
を
受
け
て
い
る
。
改
易

や
追
放
の
処
分
を
受
け
た
者
で
あ
っ

て
も
「
大
阪
参
陣
の
家
」
と
し
て
、

し
ば
し
ば
恩
赦
の
特
典
を
受
け
、
家

の
再
興
が
ゆ
る
さ
れ
て
い
る
。

　
　
大
阪
の
役
に
お
い
て
鬼
の
小
十
郎

「片倉家の三功」

の
名
工
も
召
し
抱
え
ら
れ
、

の
人
々
に
よ
り
上
方
の
生
活
様
式
や
、

文
化
が
当
地
に
伝
え
ら
れ
た
。
当
時
、

の
大
阪
方
の
残
党
狩
は
相
当
厳
し
か
』

っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
明
確
な
記
録
は

残
っ
て
い
な
い
。
重
長
は
政
宗
・
忠

宗
父
子
に
忠
誠
を
尽
し
、
創
業
の
景
㌧

綱
の
事
業
を
ま
と
め
、
城
下
町
の
整
．
一

備
、
封
建
的
秩
序
の
確
立
な
ど
領
内
・

の
治
政
の
基
礎
を
確
定
し
た
。

前
な
ど
少
な
か
ら

ざ
る
武
士
た
ち
が
・
、

白
石
に
逃
れ
落
ち
一

着
い
た
。
甲
冑
工
‘

の
名
家
明
珍
徳
兵
－
｝

衛
勝
信
や
大
阪
方

　
　
す
す
ひ
だ
は
や
と
の
し
よ
ぺ
　

の
将
薄
田
隼
人
正
ら

の
弟
と
い
わ
れ
る
・
『

鉄
砲
工
の
芝
辻
長
｝

右
衛
門
助
信
な
ど
写

　
　
　
　
こ
れ
ら
、

鱒

「 I I
l・

l r
l「

l ：
，

「l「

わが家のアイイ
ド
ル

蝋
　
韓

一條清和ちゃん、和則ちゃん（大鷹沢）

清功さん、美代子さんの長男、次男

ママからひとこと
　”明るく、島元気に

　　　　　　素直に育ってネ”

〆

盤

肇
5
響
轡

4
瓶
賢

「
笛
を
ふ
く
友
だ
ち
」

＼＿　
．
／

ぷ縞
写
ノ
一

裁

和
泉
　
理
恵
（
白
一
一
小
3
年
）

わたしの

毎轡鞍勿
　駄瞭　　　餌

麟矯．．

「ぼくの学校」

　　平間　聡（深谷小6年
昌
”
面

市
民
文
芸

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
書
ま
た
は

ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
総
務
課
総
務
係
（
自
石
市

大
手
町
一
番
一
号
）
へ
。
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

μ

歌
　
　
壇

山
と
積
む
廃
車
に
か
ら
む
く
づ
の
花
匂
ふ
茂
み
に
こ

ほ
ろ
ぎ
の
鳴
く
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

夜
毎
降
る
雨
の
音
聞
き
倒
れ
伏
す
稲
田
思
へ
ば
胸
痛

み
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
近

朝
露
に
し
と
ど
濡
れ
つ
つ
草
を
刈
る
孫
ら
登
校
の
近

道
な
れ
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

今
年
ま
た
流
灯
会
あ
り
妻
と
子
の
成
仏
祈
り
灯
籠
流

し
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
本
　
夜
潮

木
の
陰
に
集
ひ
て
子
ら
は
本
を
読
む
選
び
て
ゆ
き
し

お
と
ぎ
の
本
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

あ
ふ
れ
並
ぷ
列
に
順
番
待
ち
わ
び
て
今
日
の
検
診
に

心
も
と
な
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

異
状
な
し
と
聞
け
ば
心
も
安
ら
ぎ
て
足
ど
り
軽
く
検

診
場
出
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

故
郷
の
母
を
招
き
て
ひ
と
と
き
を
空
に
き
ら
め
く
花

火
見
と
れ
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
と
く

つ
い終

の
日
ま
で
夫
の
手
に
あ
り
し
時
計
な
り
今
は
わ
が

手
に
時
を
刻
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

下
歯
生
え
笑
え
ば
い
と
し
孫
を
抱
き
い
つ
し
か
腕
に

眠
り
こ
け
た
り
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
澄
子

　
　
　
　
「
評
」
　
一
首
目
、
廃
車
が
山
と
積
ま
れ
葛
の
花
が
匂

　
　
　
ひ
な
が
ら
か
ら
ま
つ
て
い
る
そ
の
茂
み
に
こ
ほ
ろ
ぎ

　
　
　
が
こ
も
り
が
ち
に
鳴
い
て
い
る
o
日
ご
と
に
深
ま
る

　
　
　
秋
の
風
景
に
向
い
作
者
は
素
材
を
的
確
に
つ
か
み
写

　
　
　
生
し
て
い
る
。
山
と
積
ま
れ
た
廃
車
の
風
景
は
現
代

　
　
　
世
相
の
ひ
と
こ
ま
で
も
あ
る
。
二
首
目
、
今
年
の
秋

　
　
　
は
毎
夜
の
よ
う
に
雨
が
降
っ
た
。
農
業
に
も
た
づ
さ

　
　
　
わ
る
作
者
は
雨
に
倒
れ
伏
す
稲
田
を
思
い
胸
が
痛
む

　
　
　
心
の
こ
も
っ
た
作
品
で
あ
る
。
三
首
目
、
作
品
の
底

　
　
　
に
愛
情
が
流
れ
こ
こ
ち
よ
い
歌
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
兵
三
選

俳
　
　
壇

な
で
し
こ

撫
子
は
磯
に
も
咲
き
て
ひ
よ
わ
な
り
　
　
　
佐
藤
　
周
子

　
　
　
　
　
　
（
評
）
撫
子
は
山
野
に
多
い
花
で
あ
る
。
磯
の
浜
に

　
　
　
　
　
　
吟
行
の
時
の
作
者
は
、
撫
子
の
花
に
ひ
よ
わ
さ
を

　
　
　
　
　
　
感
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。

歯
切
れ
よ
き
浜
の
こ
と
ば
や
鳥
賊
を
む
く
　
鈴
木
　
民
子

　
　
　
　
　
　
（
評
）
浜
の
漁
婦
の
言
葉
は
威
勢
が
よ
い
。
鳥
賊
む

　
　
　
　
　
　
き
を
す
る
女
た
ち
の
歯
切
れ
の
よ
い
言
葉
を
こ
の

　
　
　
　
　
　
様
に
表
現
し
た
の
で
あ
る
。

夕
顔
の
花
浮
き
出
し
月
明
り
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

　
　
　
　
　
　
（
評
）
月
明
り
に
ほ
の
か
に
浮
ん
だ
の
は
夕
顔
の
花

　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
。
夕
顔
の
花
は
他
の
花
と
異
な
り
、
夕

　
　
　
　
　
　
方
か
ら
夜
に
か
け
て
咲
く
の
で
淋
し
さ
が
あ
る
。

鳳
仙
花
は
じ
く
楽
し
さ
指
先
に

娘
の
傘
に
入
り
て
帰
り
ぬ
秋
時
雨

秋
の
蝉
忙
し
く
鳴
き
て
す
ぐ
止
み
ぬ

芒
の
穂
垂
れ
て
タ
ベ
の
わ
び
し
か
り

孫
を
抱
く
夫
と
交
替
赤
の
ま
ま

薬
用
に
あ
ま
ち
ゃ
づ
る
干
す
青
い
空

踊
る
輪
を
か
こ
む
輪
打
ち
ぬ
足
拍
子

◎
十
一
月
例
会
は
、

日
下
　
　
文

勅
使
瓦
令
造

岡
崎
　
澄
子

高
橋
和
歌
子

青
木
　
良
子

近
内
　
キ
ヨ

佐
藤
　
善
夫

ホ
ト
ト
ギ
ス
会
と
の
合
同
旬
会
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
貞
二
選

　ヒF　■■
き5

　　■罷　彊モ
コ，

　　　　　19　　　　襯3　　　　｝賃　　　冨　　己，　■【
H一母1
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秋だから”読みたいこの本”

團臼館憾辱噛癒⑫蟻糠讐欝

読書週間10月27日～11月9日
　土曜の午後、日曜も開館、本の貸出し期間も長くなり”暮しの

中の図書館として、一層利用しやすくなりました。秋の夜長、読

書でお楽しみください。

匿を型登に‘痢

0市内に住所、勤務先、通学校の

　ある方。

②手続きは簡単な登録をするだけ

　でその日から借りられます。

簾篇調契瓢覇
③何冊でも借りられます。

　（子どもは5冊まで）

④借出し期間は15日間（新刊雑誌

　は3日間）

こまくさ号から借りるに‘ヨ

●移動図書館　（積載冊数1500冊）

0こまくさ号の駐車場の近くに、

　住所や職場のある方。

②簡単な登録ですぐ借りられます。

　家族登録も受付けます。

③巡回は1カ月に1回。読めるだ

　けご利用ください。

※小・中学校に駐車していても一

　般の方も借りられます。

L配本所から借りるには

●配本所に用意してあるノートに

　借りる本の書名と、自分の氏名

　を記入するだけです。

※配本所の本は、2カ月毎に交換

　しています。

rη1蔚痛砺伽 る1諏r
L＿一．＿．一．？一一．

、一　　．．．＿」

●登録をすればすぐに借りられます。

　図書館一一　　　　　一
★開館時間

　月～土曜日　9：00～16：55

　日曜日　　　10100～16：00

★休館日

　毎月末日　旧凹湘のときは前印

　国民の祝日（日酵畑のときは月曜印

　特別休館日　10月1日～10月10日

　年末年始・その他

也区名

自
石

越

河

斎

川

大
嘩
沢

氏　　名

勤労青少年ホーム

働く婦人の家

佐藤内蔵雄宅

石川幸治郎宅

越河公民館

大勝吉男宅

菅野とく宅

斎川公民館

桂山信幸宅
村上けい子宅

佐藤謙五宅
大鷹沢公民館

自動車文庫配本所一覧表

住 所

益岡町1～16　　費25－3720

新舘69～1 a25－5095

字鍛治内25 a28－2010

字清水 528－2446

字南原 a28－2101

駅　前 奮28－2261

字中屋敷7 費25－5824

字新田尻31 智25－2701

字笠松83 a25－2795

字沼前13 智25－0598

大町宇愛宕99　　費25－3872

三沢字五丁目48　實25－2711

也区名

白

川

大

平

福

岡～

小原

氏 名 住 所

佐藤とき子宅

白川公民館
鈴木光子宅
大平公民館
永井、忠、雄宅

村上道彦宅
黒沢喜久子宅

高橋きよ子宅

菅野　貞　子宅

老人福祉センター

岡部捨雄宅
大　槻　商　店

斎藤広一宅

津田字内堀75　　智27－2020

〃〃内堀6～1　費27－2101

犬卒都婆 智27－2233

中目字西田7　　　費25－2338

森合字：八ツ森g　　a26－3171

中目字大平前　　　盈26－2780

〃　南六角　　　費25－6173

大平森合字幕の内　奮25－2436

蔵本字尾箆150　盈25－2731

〃薬師堂23　　酋25－3660

八宮字不忘山249奮24－8213

深谷三本木　　　　費26－3735

字町42 蜜29－2519

」7

こまくさ号巡回日時のお知らせ

週

第

1

週

第
2
週

第
3
週

蓬日

火

水

金

火

水

木

火

駐車場名
斎川小学校
長　峰　　分　校

鎌 先

深　谷　三　本　木

才朶　　谷　　ノ」、　　学　　†交

八　　宮　　分　　校

長 袋

福岡小学校
小原中学校
城　　南　　団　地

南　中　学　校
三　　住　　分　　校

白川第一ニュータウン

自川小学校
白川中学校
観音崎住宅

忘不 園

杉浦製作所前

間土
寸

PM2：00～3＝10

んM9二40～10：20

AMlO：40～11　：20

PM1：20～2：00

PM2　＝10～3　：30

岨10：00～11：00

AM11　：10～11　：30

PM2：10～4：00

PM3：00～4：00

PM1　：40～2　：30

RM3　：00～4：00

AM9：40～10：40

PM1　二30～2　：10

PM2：20～3：20

PM3　　：30～　4　　：20

RM　l　：30～2　：20

RM2：40～3＝10

RM3　：20～4　：20

週

第

3

週

第

4

週

擬日

水

金

火

水

金

駐　　車　場名

蔵　　王　　分　　校

不　　忘　　分　　校

越河小学校
アツギナイロン社宅

緑が丘市営アパート

緑が丘住宅
緑が丘県営アパート

鷹巣蛭賀屋敷
斎　藤　　建　　設

旭　町　公　園　脇

傑　山　寺　門　前

大　平　小　学　校
大　　鷹　　マ尺　ノ」、　学　才交

大鷹沢中学校
前越河郵便局前
越　　河　　駅　　前

萩が丘児童公園前

寿山教員住宅
寿山南公園前

時　　間

鰻9：40～10：20

A．M10：40～！1　：30

PM2：00～3：30

AM9　：30～10：00

AM10：10～10：30

AM10：40～11　：00

AMl1：10～11：40

RM1：50～2：30

PM2：40～3：10

PM3＝20～4：20
PM　l　　：20～　2　　：00

PM2：10～3：30

PM2二〇〇～3：10

PM3：20～4：2Q

醐10110～10：40

AM10：50～11：30

PM　l　：20～2　：20

RM2　：30～3　：20

RM3　：30～4　二20

巨1月の特集ヨ
　寒い季節の上手な過し方を特集

しています。

〉秋から冬へ

　～元気に春を迎える暮しの工夫

　　あれこれ（健康管理・料理・

　　あみものなどの本）

レ個性あふれる年賀状はお早めに

　　カット集・版画の作り方・墨

　　絵の描き方などの本。

〉年末から年始の忙がしい家事に

あわせた本（整理収納・大掃除

　　おせち料理などの本）

※他に、クリスマス・お正月のプ

　レゼントの作り方・エチケツト

　着付け・遊び・スポーツなど各

　分野の本を集め、利用しやすい

　ように揃えています。

本”は、ページをめくる毎に作者

一人ひとりの思いが見えてきて心

が豊かになります。

　年齢・職業・題材さまざま。バ

ラエティに富んだ展示会です。ま

ずは会場で年にとってご覧ください。

〉日時

第11回手づくり絵本展示会

5年ぶりに手づくり絵本

　　　　　700冊が白石に！

“世界でたった一冊の手づくり絵

〉会場

〉協賛

11月20日（動・21日（土）

　　9　：00～16：30

11月22日（日）

　　10：00～16：00

白石市図書館

臼石絵本を楽しむ会

離
図
書
館

　
　
新
着
図
書
案
内
（
抄
）

住
宅
を
め
ぐ
る
ー
ラ
フ
ル
マ
ル
秘
作
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
　
利
洗

原
宿
戦
国
時
代
　
　
　
　
国
広
　
典
代

袖
ノ
下
捕
物
帷
　
　
　
　
胡
桃
沢
排
史

オ
能
を
4
～
5
歳
ま
で
に
伸
ば
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
可
腎
p
　
　
　
筐
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
血
口
　
　
　
，
」

二
れ
か
擢
電
卑
だ
！
　
　
青
柳
　
　
全

お
し
※
れ
ハ
ウ
ス
庄
ま
い
が
面
臼
く

な
る
　
　
　
　
　
　
　
左
右
田
鑑
穂

ド
代
天
皇
と
后
妃
た
ち
　
横
尾
　
　
豊

　
　
ぞ
不
ス
宣
言
　
　
　
．
洪
野
　
安
宏

口
　
世
の
中
二
う
な
つ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
P
H
P
研
究
所

石
こ
ろ
ば
あ
ち
や
ん
の
ひ
と
り
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
原
　
静
江

男
の
不
可
解
女
の
不
機
嫉

　
　
　
　
　
　
　
ワ
レ
ン
・
フ
ア
レ
ル

挙
論
鵬
枚
！
熱
血
先
生
と
小
学
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
　
　
晋
三

ナ
イ
ン
　
　
　
　
井
上
ひ
さ
し

ダ
ズ
な
バ
f
ク
採
点
87

　
渡
辺
優
　
フ
リ
ー
ク
・
ラ
イ
タ
ー
ス

紫
電
改
の
六
機
　
　
　

碇
　
　
義
朗

エ
ル
キ
ュ
ル
・
ポ
ア
ロ

　
　
　
　
　
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
で
1

霧
の
会
議
上
・
下
　
　
　
松
本
　
例
張

忙
し
マ
マ
の
お
ふ
ー
ろ
料
理
フ
ノ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
希
衣
子

す
ぐ
に
使
え
る
　
ワ
ー
プ
ロ
イ
ラ
ス
ト

カ
ツ
ト
3
5
0
　
　
　
　
刊
部
　
澄
徹

顔
相
人
間
関
係
学
　
　
　
坂
元
宇
一
郎

悲
し
み
は
松
花
江
に
流
し
て
大
原
槙
子

膠
原
病
教
室
　
　
　
　
　
宮
坂
　
信
之

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ー
入
門

　
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
シ
ヤ
バ
ン
扁
集
部

怪
奇
現
象
博
物
館

　
J
・
ミ
ッ
チ
エ
ル
　
R
リ
カ
ー
ド

人
闇
の
十
字
路
　
　
　
　
西
村
　
寿
行

啄
木
賢
治
　
圭
目
春
の
北
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☆国の進学ローンの

　　　　　　　こあんない

　国民金融公庫仙台支店では、来

春に進学されるお子様をお持ちの

方に”国の進学ローン”のご融資

を行っています。

〉ご利用いただける方

　高等学校・高等専門学校・短期

　大学・大学・大学院・専修学校

　の高等課程（修業年限3年以上）

　または専門課程（修業年限2年

　以上）・その他、盲学校・聾学

　校の各高等部など、これらの学

　校に進学される方のご父母、ま

　たは進学される方（勤労学生な

　どに限られます）で、編入学の

　場合もご利用できます。

レご融資額　1進学者あたり50万

　　　　　　円以内

〉返済期間　高校3年以内、大学

　4年以内、進学する学校の修業

　年限内（最長4年）となってい

　ます。ただし、短期大学等（修

　業年限2年）に進学される家庭、

　交通遺児家庭または母子家庭の

　方㌃こついては、修業年限に1年

　の延長ができます。

〉利率　年6．4％（利率は変わる

　　　　ことがあります）

レ保証　財団法人進学資金融資保

　証基金または保証人（1名以上〉

〉返済方法　毎月元利均等返済

　ご希望によりボーナス月（1月

　および7月）増額返済を併用で

　きます。

〉取扱い期問　昭和62年11月～

　　　　　　　　昭和63年4月

※詳しくは、国民金融公庫仙台支

店奮022－222－5171または最寄りの

銀行・相互銀行・信用金庫・信用

組合・農協・漁協等へご相談くだ

さい。

馬牛沼鯉まつり

11月8日（B）午前9時～
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☆小規模企業共済制度
　「小規模企業共済制度」は、い

わば国がつくった事業主の退職金

制度です。事業主であるあなたが

第一線を退いたときなどに、法律

で定められた共済金が支払われま

す。掛金は、全額所得控除となり、

節税をしながら財産づくりのお役

にたちます。

　詳しくは、商工会議所・中小企

業団体中央会または金融機関へお

問い合わせください。

☆振興事業融資の

　　　　　　　ごあんない

　環境衛生金融公庫では、厚生大

臣から振興計画の認定を受けた環

境衛生同業組合員の皆さんに、営

業の振興や経営の合理化に必要な

資金をご融資しています。

　詳しくは、環衛公庫業務部

智03－582－5416または各県の

環境衛生同業組合、環境衛生営業

指導センターヘどうぞ。

☆ご存しですか？

医薬品副作用被害救済制度

　この制度は、医薬品副作用被害

救済基金法に基づく公的制度です。

　制度の仕組みを解説したパンフ

レット及び請求用紙を無料でお送

りいたします。

○救済制度についての詳しいこと、

相談、質問などがあれば、基金に

遠慮なくご照会ください。

〈照会先〉

医薬品副作用被害救済基金

企画相談係盈03－988－2101（代表）

〒170東京都豊島区東池袋3－1－1

　　　　サンシャイン6026階
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★宮城県最低賃金

　　　　　　改正のお知らせ

　宮城労働基準局では、県内で働

くすべての労働者に適用される「宮

城県最低賃金」を改正しました。

　この改正により10月19日以降は、

従業員に支払う賃金を1日3，405円

（賃金の大部分が時間によって定

められている者については、1時

問426円）以上としなければなり

ません。

　なお、この最低賃金額には、精

皆勤手当、通勤手当、家族手当の

3手当は含まれておりません。

　そのほか、精神または身体の障

害により著しく労働能力が低い方

とか、ごく簡単な業務に従事する

方など最低賃金を適用することが

必ずしも適当でない場合について

は、労働基準局長の許可を受けれ

ば、個別に適用の除外が認められ

ています。

※詳しくは、宮城労働基準局賃金

課0022－221－6111（内線232～234）

または、最寄りの労働基準監督署

にお問い合わせください。

　　　　宮城県最低賃金

　宮城県最低賃金（地域別最賃）

は、昭和62年10月19日から次のよ

うに改正されました。

ギ響ll4・鞘
1（時間受給者に認纐42！購

◎最低賃金額には、精皆勤手当、

　通勤手当、家族手当は算入され

　ません。

噛3

全国糖尿病週間

11月9日～15日

磁自衛官の募集について

》応募資格　来春3月高校卒業予

　定者および18歳～25歳の男子

〉身分　特別職国家公務員

※詳しいことは、市民課または大

河原募集事務連絡所雪0224－53－

2185へお間い合わせください。

閣みんなで走ろう！

　クロスカントリー（断郊レース）

〉日時　11月23日（月）勤労感謝の日

　　　　午前9時～（小雨決行）

〉場所　福岡小学校校庭

　　　（スタート・ゴール）

〉コース　南部山方面

〉種別　小学男・女，中学男・女，

　　　一般男・女，年代別

〉参加費　無料

〉申込み　11月16日（月）まで市教育

　委員会内臼石陸協事務局a25－21

　11（内系甜12）鈴木までお申し込

　みください。

※多数の方々の参加をお待ちして

　います。

圃マタニテイ健康教室

　　　　　　　　受講生募集

　健康な赤ちゃんの誕生はみんな

の願いです。母体の健康と赤ちゃ

んの発育のために、妊娠中の食事

について勉強してみませんか。

〉日時昭和62年11月21日（土）

　　　　午前9時30分～午後1時

〉場所　白石市健康センター

〉内容　映画「母と子のきずな」

　　　　調理実習

〉持ってくる物　エプロン

　　　　　　　米0．5合

○当日、材料費として300円徴収

　します。

※参加ご希望の方は、11月18日（水〉

までに市保健衛生課費25－2111（内

線604，605）へお申し込みください。

麟宮城技能開発センター・

　　11月の講習受講者募集
　技能向上をめざす方や、新しい

分野での知識や資格を身につけた

い方は、この機会にぜひ受講しま

しょう。

講習　内　容

高圧電気工事技術者受験準備

フライス盤基本作業

フライス盤基本f乍業

半自動溶接技術検走受験準備

且・　～木易

2　　目ヒ　　王

帯斗免除

技　受験

目ヒ言凧　フロック

期間
11

工0日～

12日～

19日～

19日～

14日～

27日～

14日～

公民館だより

工法

シルクスクリーン

木彫（中級）

マイカー点検講座

　　　　　疋蛍　　　用
（2級ディーゼル

ノ、一ソ　　 ノレ　・　コンヒュー
（中級）

5日～

14日～

14日～

3日～

4日～

※各コースの詳しい内容・日時・

受講料・問い合わせ・申し込みは、

　雇用促進事業団

　　（労働1省のサービス機関）

　宮城技能開発センター

　　開発援助課雪022－362－2254へ。

11月10日は

　　　技能の日（労働省）

☆第18回白石市民文化奈
○会場　白石市中央公民館

　〔芸能の部〕　11月1日

　第1部13：00～16：00
　　詩吟，舞踊，合唱，謡曲，長

　　唄，吹奏楽，バレェ

　第2部17：30～21：00
　　民謡，舞踊，バレェ

〔展示の部〕　ll月1日・2日・3日

　9：00～17：00（3日は15：00まで）

　　いけばな，写真，甲冑，茶道，

　　陶芸，かるた，アマ無線，水

　　石，和紙人形

（茶道1日10：00～，かるた3日10100～）

　11月2日（13＝00～17：00）～

　　　3日（9：00～15：00）

　　書道、絵画、盆栽

○主催　白石市文化協会

○後援　白石市中央公民館

　　　文化の目q1月3日）

一一一働く婦人の家一∞∞
嗣働く婦人の家まつり

　今年度もたくさんのイベントで

幕あけです。老若男女を問わず、

お誘い合わせのうえご来場くださ

い。お待ちしています。

〉日時11月15日（日）

　　　　午前10時～午後4時

》場所　白石市働く婦人の家

〉内容　作品展示，お茶席，食堂

　　　　コーナー，綿あめコーナー，

　　　手作り作品その他即売

　　　手作りケーキ即売

〉催しもの　腹話術，大正琴演奏，

　　　ママさんコーラス，きも

　　　の着付実演，民謡おどり，

　　　社交ダンスなど

■版画教室募集

　待ち望まれる年賀状、昨年とち

ょっと変わった版画の味わいを用

いて”心の便り”にしてみません

か。

〉日時11月26日（木），27日の2日間

　　　午後1時～3時
〉内容　年賀はがき製作

〉受講料　無料（ただし、教材実

　　　　費個人負担〉

〉持参するもの　彫刻刀，鉛筆，

　ソフトペン，絵具］2色

レ場所　白石市働く婦人の家

〉申込み　11月20日まで、働く婦

　人の家岱25－5095へお申し込み

　ください。
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嗣紛合検診（追加〕の

　　　　　　　　お知らせ

　過般実施した総合検診を受ける

ことができなかつた方のため次の

とお・り検診日を設定いたしました。

必ず受診してください。

〉日時昭和62年11月21日（土）

　受付時間　9：00～11：30

　13：00～15：3017：00～19：ρ0

〉場所　白石市健康センター

■検診の種別

①結核健康診断
　15歳以上

②一般健康診査
　40歳以上

検査項　目
胸部レントゲン
撮影

検尿、身体計1則、血圧測
定、間診、診察等、医師の

才旨示により糟密検査

●尿検査　尿検査は、配布した容

　器に、当日食後の尿をとって持

　参してください。

●今回の結核健康診断も受検でき

　なかった方は、各自医療機関で

　受検（自費）して、本年12月20

　日まで”結核健康診断受診票”に

　医師の確認印を受けて、市保健

　衛生課に提出してください。

●宮城県仙南保健所自石支所且』25－

　2107で結核健康診断を受検され

　る方は、あらかじめ、電話等で

　ご連絡ください。

※詳しくは、市保健衛生課智25－

2111までお問い合わせくだきい。

たばこは
　　市内で買いましょう！

慶 青少年健全育成

白石市民のつどい」のこ案内

（1）日時11月26日（木）

　　　　午後1時30分～4時

（2陽所　白石市中央公民館

（3購演

　演題「青少年の健全育成について」

　　　一人生観をとおして一

　講師　東北電子計算機専門学校

　　　　校長　持丸寛二氏

　　　（あ々野麦峠の映画製作者）

（4）少年の主張発表

●「たった1回のシュートでも」

　　　　自中3年　八島彩子

●「自石のまちも川も美しく」

　　　　臼中3年　加藤寿一

●　「あいさつは心から」

　　　　　　　　　　　あきら
　　　　福中2年　泉谷　礼

（5）全体話し合い司会福岡小学校

　　　　　　　校長永井義雄

一青少年のための臼石市民会議一

電話加入権の
　　　　　公売について
　市税の滞納処分による電話加入

権の公売を11月下旬頃実施する予

定です。公売日時・場所、公売電

話加入権数、公売価額等について

は、11月中旬に市役所前の掲示板

に公売の広告をしますので、購入

希望者はご覧ください。

　なお、詳しくは市役所税務課管

理徴収係曾25－2111　（内線144、

145）までお問い合わせください。

27

團就学援助（準要保護1制度
　経済的理由によって就学が因難

な児童生徒（小・中学生）に義務

教育の就学を援助する制度です。

　申請の認定により、学用品費、

修学旅行費、校外活動費等が給与

されます。

　受給を希望される児童生徒の保

護者の方は、児童生徒の在学して

いる学校（就学予定小学校）に相

談してください。

　申請される場合は、12月5日ま

でに申請書を学校に提出してくだ

さい。なお、この申請は、昭和63

年度分です。

圃「全国物価統計調査．に

　　　　ご協力を！

　11月9日から11月20日にかけて、

「昭和62年全国物価統計調査」が

実施されます。

　この調査は、私たちの消費生活

にとって重要な商品の価格やサー

ビス料金等を調査し、経済運営の

基礎資料を作成するために行われ

る国の基本的な統計調査です。全

国で約20万の小売店舗、サービス

事業所と約1万2千の卸売店舗に

お願いして、主な取扱い商品の価

格などを記入していただきます。

　記入していただいた調査票は統

計を作るためにだけ用いられ、課

税などの資料には用いられません

ので、調査員が伺いましたら、よ

ろしくご協力くださるようお願い

いたします。

　
ξ
，
艇
　
　
、

物価調査に御協力を

　　　全国物価統計調査

麟…攣購鍵康譲漸のお鱒塾慧

　昭和63年4月、小学校就学予定

児童の健康診断を次のとおり実施

します。該当児童の保護者には、

通知書を郵送致しましたが、届か

なかった場合や不明の点は、教育

委員会学務係a25－2111内線413

へお問い合わせください。

昭和62年11月

　なお、健康診断当日は、10名程

度の班を編成し、各検診室を移動

しますので、受付時間に遅れない

ようにおいでください。

〉該当児童　昭和56年4月2日～

　昭和57年4月1日までの出生者

就学時健康診断実施予定表

日

10

11

12

13

17

18

19

20

24

25

蓬目

火

水

木

金

火

水

木

金

火

水

学　　校　　名

小原小学校
白石第一小学校
白石第二小学校

越河小学校
斎川小学校
福岡小学校
大平小学校
大鷹沢小学校
白川小学校
深谷小学校

受付時問
12　20～12　30

12　00～12　30

12　00～12　30
12　20～12　30

12　20～12　30
12　20～12　30

12　20～12　30
12　20～12　30
12　20～12　30

12　20～12　30

　　　蘭石市立幼稚園園児募集
昭和鵜年度
　　　　尋　　　　　　　　　臼石第一幼稚園事項

募集人員

募集期間

人園資格

入園願書

受付場所

入園願書

受付時間

そ　の　他

133名
自石第二幼稚園

101名
昭和62年12月1日（火）～12月7日（月）

1）年齢　満5歳児

一灘滑ξ援
2）　白石市在住者であること、

入園希望の各幼稚園

月曜日～金曜日（午前9時～午後4時まで）

土曜E【（午前9時～午前11時30分まで）

ただし、日曜日は除く。

1）入園願書用紙は、市立幼稚園、教育委員会に

　用意してあります。

2）入園希望者が定員を超過した場合は抽選をしま

　す。ただし、5歳児は4歳児に優先します。

川1川旧川串lllI川川Ili削llII川川1川 l川IIII旧”iずIIll

官公庁だより
川II川川r川IllII川1川Ill川III川川川II川lllll川1川

★所得税第2期分の納期は

　　11月30日までです

　所得税は、通常、7月と11月に

予定納税をし、翌年確定申告をし

て1年間の税金を精算する制度を

採用しています。

　予定納税額は、前年分の申告納

税額を基準として計算してありま

すが、本年10月31日現在の状況で

計算した申告納税額が水害などの

ため税務署から通知されている予

定納税基準額より少なくなると見

込まれるときは、第2期分の予定

納税額を減額する申請ができます。

　この申請をする場合は、11月17

日ぽでに「予定納税額の減額承認

申請書」を、税務署に提出してく

ださい。

　詳しくは、最寄りの税務相談室

や税務署にお尋ねください。

☆雇用保険の不正受給は

　　　　　　　やめましょう

　雇用保険は、皆さんが失業した

場合にその間の生活と仕事探しを

援助するものです。就職している

にもかかわらず雇用保険を不正に

受けた場合は巌しく処分されます。

〉処分の内容

　ケースにより、不正に受給した

　金額の2倍の額を納めることに

　なったり、詐欺罪などにより処

　罰されることもあります。

〉雇用保険の財源は

　皆さんが納めた保険料や税金で

　賄われています。

11月は雇用保険不正受給防止

　　　　　　　啓発月間です。

　全国一せいに不正受給防止に取

り組みます。

お年玉つき年賀はがき

11月5日発売白石郵便局
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